
PDF issue: 2024-12-26

夏目漱石の漢詩 (下篇) : 修善寺大患期を中
心として

黒田, 眞美子 / KURODA, Mamiko

(出版者 / Publisher)
法政大学文学部

(雑誌名 / Journal or Publication Title)
Bulletin of the Faculty of Letters, Hosei University / 法政大学文学部紀要

(巻 / Volume)
78

(開始ページ / Start Page)
1

(終了ページ / End Page)
25

(発行年 / Year)
2019-03-18

(URL)
https://doi.org/10.15002/00021780



一

　
　
　
　
　
　

目
　
次

 　
〈
上
篇
〉　

第
一
章　

空
白
十
年
後
の
漢
詩
再
開

 　
　
　
　
　

第
二
章　
「
骨
」
と
「
血
」

 　
〈
中
篇
〉　

第
三
章　

病
臥
と
い
う
時
空

 　
〈
下
篇
〉　

第
四
章　

漱
石
の
「
夢
」

第
四
章
　
漱
石
の
「
夢
」

　

漱
石
の
漢
詩
に
お
け
る
「
夢
」
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
第
一
章
に
お
い
て
、

三
十
九
例
の
多
き
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
時
期
別
に
整
理
す
る
と
、
第
二
期
と
第
四

期
に
多
く
、
特
に
当
該
第
二
期
の
七
例
（
77
・
83
・
84
・
85
・
86
・
89
・
91
、

43.75
％
）
が
突
出
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
（
五
頁
）。
全
十
七
首
の
半
ば
近
く
を

占
め
て
い
る
。
本
章
で
は
、
そ
の
所
以
、
特
質
に
つ
い
て
考
究
す
る
。

第
一
節
　「
夢
」
か
現う
つ
つ

か

　

夢
は
、
漱
石
と
ほ
ぼ
同
時
代
人
で
あ
る
フ
ロ
イ
ト
（
一
八
五
六
～
一
九
三
九
）
や

ユ
ン
グ
（
一
八
七
五
～
一
九
六
一
）
に
よ
っ
て
、
学
問
的
研
究
対
象
と
し
て
深
め
ら

れ
る
に
至
っ
た
が
、
現
代
の
科
学
を
以
て
し
て
も
、
未
だ
全
容
解
明
と
は
い
え
な
い

領
域
で
あ
る
。
そ
の
神
秘
性
ゆ
え
に
、
西
洋
の
古
代
で
は
、
紀
元
前
五
世
紀
、
ソ
ク

ラ
テ
ス
が
自
分
の
夢
を
「
神
の
警
告
」
と
解
釈
し
て
い
た
よ
う
に
、
早
く
か
ら
興
味

を
持
た
れ
て
い
る
。
中
国
に
お
い
て
も
、
古
代
よ
り
多
く
の
言
説
が
あ
り
、
そ
の
中

の
重
要
な
文
献
を
整
理
分
析
し
た
著
作
が
、
劉
文
英
『
夢
的
迷
信
与
夢
的
探
索（

（
（

』
上

下
編
で
あ
る
。
上
編
は
「
占
夢
」
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
起
源
、
歴
史
的
変
遷
、
方

法
や
分
析
、
占
夢
書
の
流
伝
や
社
会
的
影
響
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

に
興
味
深
い
事
象
を
展
開
す
る
が
、
拙
論
の
問
題
意
識
と
関
わ
る
の
は
、
下
編
で
あ

る
。
下
編
は
、
夢
の
分
類
や
そ
の
本
質
と
特
徴
、
発
生
原
因
と
原
理
な
ど
に
つ
い
て

論
述
す
る
。
特
に
「
生
理
病
理
原
因
和
機
制
」（
二
「
関
于
夢
的
原
因
与
機
制
」
一
）

が
充
実
し
て
い
る
。
夢
の
発
生
理
由
の
一
つ
が
生
理
的
病
理
的
原
因
な
ら
ば
、
漱
石

夏
目
漱
石
の
漢
詩　

下
篇

―
修
善
寺
大
患
期
を
中
心
と
し
て
―

黒　

田　
　

眞　

美　

子



二

文
学
部
紀
要
　
第
七
十
八
号

詩
の
今
期
の
「
夢
」
の
多
さ
は
、
や
は
り
病
患
と
関
わ
り
が
あ
る
と
推
察
さ
れ
よ

う
。

　

劉
氏
は
、
生
理
的
病
理
的
原
因
に
よ
っ
て
発
生
す
る
夢
に
つ
い
て
、
後
漢
・
王
符

（
八
〇
？
～
一
六
七
？
）『
潜
夫
論
』「
夢
列
」
篇
が
挙
げ
る
「
十
夢
」
の
内
、
三
種

（「
時
夢
」「
感
夢
」「
病
夢
」）
を
紹
介
す
る（

（
（

。
三
種
と
も
外
部
世
界
、
す
な
わ
ち
現

実
の
状
況
が
身
体
に
生
理
的
影
響
を
及
ぼ
し
て
発
生
す
る
夢
で
あ
る
。

　
「
時
夢
」
の
「
時
」
は
四
季
を
指
し
、
季
節
に
よ
っ
て
夢
の
内
容
が
規
定
さ
れ
る

と
説
く
。「
春
は
発
生
を
夢
み
、
夏
は
髙
明
を
夢
み
、
秋
冬
は
熟
蔵
を
夢
む
。
此
れ

時
に
応
ず
る
の
夢
な
り
」「
春
夏
は
生
長
を
夢
み
、
秋
冬
は
死
傷
」
を
夢
見
る
。
季

節
ご
と
の
自
然
の
営
為
が
夢
の
発
生
に
影
響
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
当
時
の
、
自

然
と
人
間
の
暮
ら
し
の
距
離
の
近
さ
や
、
四
季
の
推
移
へ
の
敏
感
さ
を
看
取
し
得

る
。
だ
が
、
例
え
ば
秋
に
見
る
夢
は
、
必
ず
し
も
「
死
傷
」
ば
か
り
で
は
あ
る
ま

い
。
一
口
に
「
秋
」
と
い
っ
て
も
、
三
秋
（
孟
・
仲
・
季
）
で
は
相
違
が
あ
ろ
う

し
、
劉
氏
の
説
く
よ
う
に
、
ス
パ
ン
の
長
さ
ゆ
え
に
説
得
力
に
欠
け
る
。
漢
詩
に
限

れ
ば
、
や
は
り
多
様
な
夢
が
展
開
す
る
。
現
実
の
秋
の
季
節
感
が
夢
世
界
に
も
影
響

を
及
ぼ
し
て
、
主
に
老
い
や
隠
遁
、
望
郷
に
関
す
る
内
容
で
あ
る
。
そ
の
中
に
「
死

傷
」
を
詠
う
作
も
認
め
ら
れ
る
。
詩
語
と
し
て
の
「
秋
夢
」
は
唐
代
か
ら
認
め
ら

れ
、
中
唐
以
降
増
え
て
い
く
が
、
中
唐
・
盧
仝
（
七
九
五
？
～
八
三
五
）
の
「
秋
夢

行
（
（
（

」（『
全
唐
詩
』
巻
三
八
八
）
は
、
舜
の
二
妃
娥
皇
・
女
英
が
後
追
い
自
殺
を
し
た

と
い
う
湘
水
へ
の
旅
の
夢
（「
客
夢
」）
で
あ
る
。「
客
行　

一
夜　

秋
風
起
こ
り
、

客
夢
南
遊　

湘
水
を
渡
る
」
と
始
ま
る
。
虚
構
的
作
な
の
で
、
さ
ほ
ど
切
実
感
は
な

い
が
、
そ
れ
で
も
「
湘
水
冷
冷
と
し
て
徹
底
清
く
、
二
妃
怨
む
処　

無
限
の
情
」

（
第
二
聯
）
と
悼
む
。
西
晋
・
潘
岳
を
嚆
矢
と
す
る
亡
妻
を
悼
む
悼
亡
詩
中
に
も
見

え
る
。
北
宋
・
謝

（
？
～
一
一
一
六
）「
悼
亡
詩
三
首
」
其
一
「
月
冷
や
か
に
し

て
秋
夢
を
同
に
し
、
灯
寒
く
夜
窗
に
対
す
」（『
竹
友
集
』
巻
七
、五
律
頷
聯（

（
（

）
な
ど

で
あ
る
。
秋
と
い
う
季
節
な
ら
で
は
の
、「
時
夢
」
の
作
と
い
え
よ
う
。

　

で
は
、
漱
石
詩
に
お
い
て
は
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
今
期
の
「
夢
」
の
作
（
す

べ
て
明
治
四
十
三
年
の
作
、
以
下
省
略
）
は
、
83
の
十
月
二
日
以
来
、
91
の
十
月

十
六
日
ま
で
で
（
77
を
除
く
）、
季
節
は
秋
た
け
な
わ
で
あ
る
。
漱
石
詩
は
、
旧
稿

「
夏
目
漱
石
の
中
国
文
学
受
容
―
南
画
趣
味
時
代
の
漢
詩
を
中
心
と
し
て
―
」（
以

下
、「
旧
稿
」
は
同
拙
論
）
で
も
述
べ
た
如
く
、
自
然
へ
の
傾
倒
が
顕
著
で
あ
り
、

今
期
に
限
ら
ず
、
そ
の
自
然
描
写
は
重
要
な
要
素
で
あ
る（

（
（

。
し
た
が
っ
て
、
六
首
と

も
に
背
景
と
し
て
秋
の
自
然
の
季
節
感
が
表
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
「
夢
」
に
直

接
、
間
接
的
に
何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
否
め
な
い
。
86
（
十

月
七
日
、
五
律
）
の
「
髙
秋　

鬢
の
白
き
を
悲
し
み
、
衰
病　

顔
の
紅
き
を
夢
む
」

（
頷
聯
）
は
、
直
接
的
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、
天
高
く
澄
み
渡
っ
た
秋
の
空
の
下
、

自
ら
の
老
い
と
病
と
い
う
現
実
を
思
い
知
ら
さ
れ
、
紅
顔
の
少
年
時
代
へ
と
帰
っ
て

行
く
。
夢
の
中
で
は
自
由
に
時
空
を
超
越
で
き
る
が
、
こ
こ
で
は
過
去
の
時
間
へ
と

遡
及
す
る
。
秋
と
い
う
季
節
が
、
人
生
の
「
秋
」、
す
な
わ
ち
老
年
の
始
ま
り
を
意

識
さ
せ
、
若
き
時
代
へ
の
「
夢
」
を
い
ざ
な
う
。
王
符
の
「
秋
冬
は
死
傷
を
夢
見

る
」
こ
と
に
通
じ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
人
は
、
死
を
意
識
す
れ
ば
、
人
生
を
回
顧
せ

ざ
る
を
得
な
い
。
こ
こ
に
は
、「
衰
病
」
と
い
う
現
況
も
加
味
さ
れ
る
の
で
、
単
な

る
「
時
夢
」
だ
け
で
は
な
く
、
王
符
の
造
語
と
い
う
「
病
夢
」（
二
〇
四
頁
）
も
起

因
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。「
病
夢
」
す
な
わ
ち
疾
病
が
夢
の
発
生
原
因
と
す
る
考
え

方
自
体
は
、
中
国
最
古
の
医
学
経
典
で
あ
る
黄
帝
に
名
を
託
さ
れ
た
『
内
經
』
が
、

す
で
に
前
漢
初
め
ま
で
に
、
内
臓
の
気
の
盛
衰
虚
実
が
夢
の
発
生
原
因
と
関
わ
る
こ



夏
目
漱
石
の
漢
詩　

下
篇

三

と
を
論
じ
て
い
る
。
詳
細
は
、
劉
氏
の
著
作
（
二
「
関
于
夢
的
原
因
与
機
制
」（
一
））

に
譲
る
が
、『
内
經
』
は
、
中
国
古
代
医
学
の
陰
陽
理
論
に
基
づ
き
、
外
界
自
然
の

陰
陽
二
気
が
睡
眠
中
の
五
臓
六
腑
に
影
響
し
、「
特
定
の
夢
は
特
定
の
臓
器
の
状
態

（
臓
象
）
を
示
す
要
素
」
で
あ
り
、「
特
定
の
臓
象
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
」
と
述
べ
、

各
臓
器
と
夢
と
の
関
わ
り
を
記
す
。
例
え
ば
、
夢
の
な
か
で
の
怒
り
は
肝
臓
と
関
わ

り
、
憂
い
、
懼
れ
、
哭
泣
は
肺
、
笑
い
や
喜
び
は
心
臓
、
夢
中
の
歌
楽
は
脾
臓
な
ど

で
あ
る
（
一
九
三
頁
）。
か
よ
う
な
生
理
的
見
解
は
後
世
も
継
承
さ
れ
、
基
本
的
に

は
現
代
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
い
う
。
王
符
の
「
病
夢
」
も
、
そ
の
流
れ
に
属

し
て
お
り
、『
内
經
』
ほ
ど
具
体
的
に
は
述
べ
な
い
が
、
病
患
が
夢
を
も
た
ら
す
こ

と
を
明
記
し
た
の
で
あ
る
。
漱
石
は
、
十
代
か
ら
胃
弱
に
苦
し
み
、
今
期
は
、
胃
潰

瘍
に
因
る
吐
血
に
見
舞
わ
れ
た
。「
夢
十
夜
」
と
異
な
り
、
漢
詩
に
は
詳
し
い
夢
の

内
容
は
記
さ
れ
な
い
が
、
前
掲
86
や
84
「
夜
に
入
り
て
空
し
く
疑
ふ　

身
は
是
れ
骨

か
と
、
臥
床　

石
の
如
く　

寒
雲
を
夢
む
」
は
、
や
は
り
「
病
夢
」
の
一
種
と
も
解

さ
れ
よ
う
。
こ
の
「
寒
雲
」
は
、
第
三
章
第
三
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
外
気
の
寒
さ

と
共
に
、
心
身
の
寒
さ
、〈
存
在
の
寒
さ
〉
を
喩
え
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
漢
方
医

学
的
解
釈
も
可
能
で
あ
る
。
病
気
の
発
生
は
、
外
界
自
然
の
陰
陽
虚
実
の
不
調
和
に

所
以
す
る
と
看
做
さ
れ
、
そ
の
意
味
で
や
は
り
「
病
夢
」
も
「
時
夢
」
と
同
様
、
現

実
と
の
関
り
か
ら
生
じ
る
と
い
え
よ
う
。
拙
論
は
詩
論
な
の
で
、
こ
れ
以
上
の
詮
索

は
無
意
味
だ
が
、
漱
石
の
「
夢
」
の
多
さ
は
、
病
気
の
み
な
ら
ず
、
病
の
発
生
源
と

い
う
べ
き
陰
陽
二
気
に
よ
っ
て
成
立
す
る
自
然
と
の
深
い
関
わ
り
を
物
語
る
。
す
な

わ
ち
彼
の
繊
細
な
五
官
が
自
然
界
の
陰
陽
虚
実
に
鋭
く
感
応
す
る
と
考
え
ら
れ
、

「
夢
」
は
単
な
る
幻
想
で
は
な
い
こ
と
を
押
さ
え
て
お
く
。

　

王
符
の
「
感
夢
」
は
「
病
夢
」
よ
り
も
、
一
層
現
実
と
密
着
し
た
夢
で
あ
る
。
外

界
の
風
雨
寒
暑
と
い
う
気
象
が
、
睡
眠
中
の
身
体
を
直
接
刺
激
し
て
発
生
す
る
夢
で

あ
る
。
具
体
的
に
は
、「
陰
雨
」「
陽
旱
」「
大
寒
」「
大
風
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
厭

迷
」（
心
乱
さ
れ
、
う
な
さ
れ
る
恐
ろ
し
い
夢
）「
乱
離
」「
怨
悲
」「
飄
飛
」
と
い
う

夢
を
生
じ
る
と
い
う
。
右
の
「
寒
雲
」
は
「
感
夢
」
と
も
い
え
る
が
、
五
官
の
鋭
い

漱
石
は
、「
感
夢
」
に
属
す
る
作
を
少
な
か
ら
ず
詠
っ
て
い
る
。
例
え
ば
第
一
期
で

は
、
21
（「
木
屑
録
」
よ
り
十
四
首
其
四
、
明
治
二
十
二
年
九
月
、
七
絶
）
に
見
え

る
。

　
　

南
出
家
山
百
里
程　
　

南
の
か
た
家
山
を
出
で
て　

百
里
の
程

　
　

海
涯
月
黑
暗
愁
生　
　

海
涯
月
黒
く　

暗
愁
生
ず

　
　

濤
聲
一
夜
欺
鄕
夢　
　

濤
声
一
夜　

郷
夢
を
欺
き

　
　

漫
作
故
園
松
籟
聲　
　

漫
り
に
作
す　

故
園
松
籟
の
声

　
「
木
屑
録
」
と
は
、
一
高
一
年
次
修
了
後
の
夏
休
み
、
八
月
七
～
三
一
日
ま
で
、

友
人
四
人
と
房
総
半
島
を
旅
行
し
た
時
の
漢
詩
文
集
（
巻
十
八
）
で
あ
る（

（
（

。
同
行
の

四
人
は
、
鯨
飲
馬
食
し
て
は
囲
碁
や
花
札
で
遊
ぶ
ば
か
り
で
「
風
流
韻
事
を
解
す
る

者
無
し
」〔
九
〕。
そ
れ
ゆ
え
孤
独
感
を
深
め
て
（「
暗
愁
生
ず
」）「
一
夕
、
独
り
寐

ね
ず
。
臥
し
て
濤
声
を
聞
き
、
誤
り
て
以
て
松
籟
と
為
し
、
因
り
て
憶
ふ　

家
に
在

り
し
の
日
、
天
大
い
に
寒
く
、
戸
を
閉
ぢ
て
書
を
読
む
…
（
後
略
）」〔
十
〕
と
記

す
。
一
人
眠
れ
ぬ
夜
、
波
の
音
に
い
ざ
な
わ
れ
て
夢
と
現
の
あ
わ
い
に
揺
蕩
い
、
い

つ
し
か
我
が
家
へ
と
至
る
が
、
そ
の
庭
に
は
松
風
の
音
が
響
い
て
い
る
。
夢
の
自
由

な
時
空
往
還
性
に
基
づ
く
作
で
あ
る
が
、
現
実
の
「
濤
声
」
が
「
松
濤
」
と
し
て
持

続
す
る
浅
き
夢
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
に
は
、
北
宋
・
黄
庭
堅
（
一
〇
四
五
～

一
一
〇
五
）
の
機
知
的
詩
篇
と
同
様
の
発
想
が
認
め
ら
れ
る
。「
馬 

枯こ
　
き萁
（
枯
れ
た

豆
が
ら
）
を
齕
み
て　

午
枕
を
喧
し
く
す
れ
ば
、
夢
に
風
雨
と
成
り
て　

浪　

江
に
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翻
る
」（「
六
月
十
七
日
晝
寝
」
七
絶
、
転
結
句
）
と
い
う
山
谷
独
特
の
ユ
ー
モ
ア
漂

う
作
と
「
南
風 

昼
夢
に
入
り
、
起
坐
す
れ
ば
是
れ
松
声
」（「
次
韻
吉
老
十
小
詩
」

其
八
、五
絶
、
転
結
句
）
で
あ
る
。
と
も
に
昼
寝
の
夢
で
あ
る
が
、
現
実
の
音
声

（
馬
の
咀
嚼
す
る
音
と
松
籟
）
が
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
た
だ
い
ず
れ
も
「
風
雨
」

「
南
風
」
と
い
う
気
象
は
、「
感
夢
」
と
は
逆
に
夢
の
中
で
生
じ
て
い
る
。
そ
れ
も
山

谷
の
機
知
的
一
工
夫
と
い
え
よ
う
か
。
一
方
、
漱
石
は
、
山
谷
詩
前
首
の
夢
中
の

「
浪
」
を
現
実
に
翻
さ
せ
、
後
首
の
現
実
の
「
松
声
」
を
夢
の
中
に
響
か
せ
て
い
る
。

山
谷
詩
二
首
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
そ
の
夢
と
現
を
反
転
さ
せ
て
、
本
家
の
「
換
骨
奪

胎
」
を
地
で
行
く
趣
向
を
凝
ら
す
。「
木
屑
録
」
は
、
当
時
療
養
中
で
、
四
人
と
は

異
な
り
「
風
流
を
解
す
る
」（
11
「
一
代
の
風
流
」）
子
規
宛
の
漢
詩
文
集
な
の
で
、

当
該
作
も
彼
を
意
識
し
た
機
知
性
を
認
め
得
る
。
漱
石
初
期
の
作
に
お
け
る
典
故
使

用
は
、
名
句
名
詩
を
直
接
そ
の
ま
ま
用
い
る
こ
と
が
多
く
、
間
々
稚
拙
な
印
象
を
与

え
る
が
、
当
該
詩
の
反
転
性
は
、
後
の
漱
石
詩
技
巧
の
萌
芽
と
位
置
付
け
ら
れ
よ

う
。
同
時
に
漱
石
の
現
実
的
聴
覚
の
鋭
さ
を
窺
わ
せ
、
そ
れ
が
「
感
夢
」
を
生
じ
さ

せ
た
こ
と
を
物
語
る
の
で
あ
る
。

　

今
期
の
漱
石
詩
で
は
、
第
三
章
第
一
節
「
聴
覚
と
視
覚
」
で
挙
げ
た
89
（
十
月
十

日
、
七
絶
）
を
再
掲
す
る
。

　
　

客
夢
回
時
一
鳥
鳴　
　

客
夢
回か
え

る
時　

一
鳥
鳴
き

　
　

夜
來
山
雨
曉
來
晴　
　

夜
来
の
山
雨　

暁
来
晴
る

　
　

孤
峰
頂
上
孤
松
色　
　

孤
峰
の
頂
上　

孤
松
の
色

　
　

早
映
紅
暾
鬱
鬱
明　
　

早
に
紅こ
う
と
ん暾
に
映
じ
て　

鬱
鬱
と
し
て
明
ら
か
な
り

　

旅
の
身
空
で
見
る
夢
（「
客
夢
」）
は
、
夜
明
け
の
澄
ん
だ
空
気
に
鋭
く
響
く
鳥
の

声
に
ま
ど
ろ
み
を
破
ら
れ
る
。
鳥
声
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
で
夢
世
界
か
ら
の
覚
醒

を
促
す
力
強
さ
を
指
摘
し
、
典
故
も
含
め
て
述
べ
た
の
で
、
贅
言
は
省
く
。
こ
の
夢

は
、
熟
睡
し
て
雨
に
気
づ
か
ず
、
無
意
識
に
聴
覚
が
反
応
し
た
と
い
う
よ
り
、「
夜

来
の
山
雨
」
と
い
う
詩
句
が
物
語
る
よ
う
に
、
夜よ
る
じ
ゅ
う中
、
山
に
降
り
注
ぐ
雨
の
音
を

聞
き
な
が
ら
見
た
の
で
あ
る
。
前
掲
、
盧
仝
詩
と
同
じ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
「
客

夢
」
は
、「
回
」
と
い
う
動
詞
の
主
語
と
し
て
擬
人
化
さ
れ
て
い
る
と
捉
え
る
か
、

あ
る
い
は
主
語
は
（
隠
さ
れ
た
）
詩
人
で
、「
客
夢
よ
り
回
る
」
と
も
解
せ
よ
う
。

い
ず
れ
が
正
し
い
か
、
結
論
か
ら
言
え
ば
前
者
で
、
後
述
す
る
如
く
、
漱
石
の
漢
詩

に
お
い
て
、
夢
は
、
自
立
し
た
主
体
と
し
て
詠
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

夢
の
内
容
は
こ
こ
で
も
語
ら
れ
な
い
が
、「
客
」（
旅
人
）
の
語
が
示
唆
す
る
よ
う

に
、「
木
屑
録
」
の
詩
と
同
様
、「
郷
夢
」
か
も
し
れ
な
い
。
伊
豆
か
ら
帰
京
す
る
前

日
の
作
な
の
で
、「
回
る
」
は
、
夢
世
界
か
ら
現
実
へ
の
帰
還
の
意
に
、
東
京
へ
の

「
帰
郷
」
を
重
ね
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
夢
の
中
で
は
、
雨
音
が
「
松
声
」
か

何
か
別
の
音
声
に
変
わ
っ
て
い
た
に
し
て
も
、
一
晩
中
、
響
い
て
い
た
。
つ
ま

り
現う
つ
つ

に
感
応
す
る
「
感
夢
」
と
い
え
よ
う
。
夢
世
界
か
ら
の
帰
還
を
促
し
た
の
は
、

現
実
の
「
鳥
鳴
」
で
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
浅
き
夢
の
中
で
帰
還
を
迎
え
る
か
の
よ
う

に
、
鳥
が
鳴
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
現
実
の
「
山
雨
」
が
始
終

響
い
て
い
て
聴
覚
を
刺
激
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
彼
の
耳
に
一
羽
の
鳥
の
声
が
鮮
明

に
響
い
た
。
既
述
の
如
く
、
病
臥
に
よ
っ
て
視
覚
を
制
限
さ
れ
、
聴
覚
が
一
層
鋭
敏

に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
夢
と
現
の
あ
わ
い
に
放
た
れ
た
鳥
の

声
に
敏
く
も
感
応
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
漱
石
の
夢
は
、
夢
か
現
か
、
現
か
夢

か
、
夢
と
現
の
あ
わ
い
で
見
ら
れ
る
浅
き
夢
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
た
め
か
漱

石
の
夢
の
詩
は
、
覚
醒
を
詠
う
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
今
期
最
後
の
作
93
に
続
く

「
春
日
偶
成
」
十
首
（
94
～
103
、
す
べ
て
五
絶
、
明
治
四
十
五
年
五
月
二
十
四
日
）



夏
目
漱
石
の
漢
詩　

下
篇

五

其
七
100
も
、
鶯
が
夢
か
ら
目
覚
め
さ
せ
て
い
る
。

　
　

流
鶯
呼
夢
去　
　

流
鶯　

夢
を
呼
び
て
去
り

　
　

微
雨
濕
花
來　
　

微
雨　

花
を
湿
し
て
来
た
る

　
　

昨
夜
春
愁
色　
　

昨
夜　

春
愁
の
色

　
　

依
稀
上
綠
苔　
　

依
稀
と
し
て
緑
苔
に
上
る　

　

鶯
が
、
枝
か
ら
枝
へ
と
流
れ
る
よ
う
に
飛
び
移
り
な
が
ら
、
夢
に
向
か
っ
て
遠
く

近
く
呼
び
か
け
て
い
る
。
そ
の
囀
り
が
夢
世
界
に
届
い
て
、
詩
人
を
現
に
引
き
戻

す
。
戻
さ
れ
た
現
実
に
は
、
小
糠
雨
が
降
り
出
し
て
、
花
々
は
、
し
っ
と
り
濡
れ
て

い
る
。

　
「
呼
」
が
鶯
を
擬
人
化
す
る
と
同
時
に
、
呼
び
か
け
る
対
象
を
「
夢
」
と
す
る
の

も
印
象
的
で
あ
る
。
な
ぜ
「
夢
」
な
の
か
を
解
く
鍵
は
、「
流
鶯
」
の
典
拠
で
あ
る
。

李
白
「
春
日
醉
起
、
言
志（

（
（

」（
五
古
六
韻
、
第
三
・
四
聯
）
に
見
え
る
。

　
　

①　

處
世
若
大
夢　
　

世
に
処
る
こ
と
大
夢
の
若
し

　
　

②　

胡
爲
勞
其
生　
　

胡
為
れ
ぞ　

其
の
生
を
労
せ
ん
や

　
　
　
　
　
　
　

…
…

　
　

⑤　

覺
來
眄
庭
前　
　

覚
め
来
っ
て　

庭
前
を
眄な
が

む
れ
ば

　
　

⑥　

一
鳥
花
間
鳴　
　

一
鳥　

花
間
に
鳴
く

　
　

⑦　

借
問
此
何
時　
　

借
問
す　

此
れ
何
れ
の
時
ぞ

　
　

⑧　

春
風
語
流
鶯　
　

春
風　

流
鶯
に
語
る

　

詩
人
は
前
夜
泥
酔
し
、
家
の
入
り
口
で
崩
れ
る
よ
う
に
倒
れ
て
そ
の
ま
ま
眠
り
こ

け
た
（
④
「
頽
然
と
し
て
前
楹
（
広
間
の
入
り
口
の
柱
）
に
臥
す
」）。
眠
り
か
ら
覚

め
て
ふ
と
庭
先
に
目
を
や
る
と
、
一
羽
の
小
鳥
が
咲
き
乱
れ
る
花
陰
で
囀
っ
て
い

る
。
二
日
酔
い
で
夢
う
つ
つ
の
彼
は
問
い
か
け
る
、「
一
体
今
は
ど
の
時
節
な
の
だ
」

と
。
春
風
が
、
流
れ
飛
ぶ
鶯
に
さ
さ
や
き
か
け
て
い
る
、
あ
あ
、
ま
さ
に
今
、
春
た

け
な
わ
な
の
だ
。
そ
の
春
を
寿
ぐ
よ
う
に
詩
人
は
、
ま
た
酒
杯
を
傾
け
、
浩
歌
放
吟

し
て
（
⑪
「
浩
歌
し
て
明
月
を
待
ち
」）、
ま
さ
に
「
三
人
」
の
「
月
下
獨
酌
」
を
す

る
。
歌
を
終
え
れ
ば
も
は
や
無
我
無
心
（
⑫
「
曲
尽
き
て
已
に
情
を
忘
る
」）。　

　
「
花
間
」
の
「
酒
」
と
「
明
月
」
を
詩
材
と
す
る
李
白
詩
の
典
型
的
作
で
あ
る
。

酒
飲
み
の
言
い
訳
を
「
志
」
と
称
す
る
そ
の
大
言
壮
語
は
、
①
「
處
世
若
大
夢
」
と

あ
る
よ
う
に
、『
荘
子
』
齊
物
論
の
、
死
は
「
大
覚
」、
生
は
「
大
夢
」
に
基
づ
く
。

漱
石
が
詩
題
に
李
白
と
同
じ
「
春
日
」
を
用
い
る
所
以
も
さ
り
な
が
ら
、
こ
こ
に
鶯

が
「
夢
」
と
関
わ
る
発
想
の
淵
源
を
見
出
せ
よ
う（

（
（

。

　

漱
石
詩
の
「
夢
」
へ
の
呼
び
か
け
（「
流
鶯
呼
夢
去
」）
は
、
現
実
的
に
は
夢
中
の

詩
人
に
対
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
鶯
に
と
っ
て
は
不
可
視
の
「
夢
」

を
あ
た
か
も
実
体
の
あ
る
存
在
と
看
做
し
て
い
る
。
客
体
で
は
あ
る
が
、
先
の
89

「
客
夢
」
を
自
立
し
た
主
体
と
し
て
機
能
さ
せ
て
い
る
の
と
同
様
で
あ
る
。
漱
石
詩

に
お
い
て
、
か
よ
う
な
「
夢
」
は
数
多
く
認
め
ら
れ
、
今
期
中
も
、
83
（
七
絶
、
起

句
）「
夢
は
星
潢
を
繞
り
て　

泫
露
幽
な
り
」、
91
（
五
古
七
韻
第
七
句
）「
孤
愁　

空
し
く
夢
を
遶
る
」
と
詠
ま
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
漱
石
独
自
の
発
想
で
は

な
く
、
す
ぐ
に
想
起
さ
れ
る
の
は
、
芭
蕉
の
「
旅
に
病
ん
で
夢
は
枯
野
を
か
け
め
ぐ

る
」、
中
国
の
漢
詩
に
求
め
れ
ば
、
唐
代
か
ら
数
多
見
え
、
李
白
の
「
夢
は
繞
る　

辺
城
の
月
」（「
太
原
早
秋
」）、
柳
宗
元
の
「
夢
は
繞
る　

羽
人
の
丘
」（「
酬
婁
秀
才

寓
居
開
元
寺
、
早
秋
月
夜
、
病
中
見
寄
」）、
顧
況
の
「
夢
は
山
川
を
繞
り　

身
は
行

か
ず
」（「
范
山
人
画
山
水
歌
」）
な
ど
が
名
高
い
。
こ
う
し
た
先
人
の
用
例
も
含
め

て
、
漱
石
の
「
夢
」
へ
の
愛
好
を
看
取
し
得
る
の
で
あ
る
。

　

当
該
詩
100
の
形
式
は
、
漱
石
が
絶
句
に
よ
く
用
い
る
前
対
後
散
格
で
、
起
句
の
聴
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覚
・
視
覚
（
鶯
色
）
に
対
す
る
承
句
の
視
覚
・
触
覚
と
い
う
繊
細
な
感
覚
的
対
偶

に
、
句
末
に
「
去
」「
來
」
と
い
う
動
感
を
も
詠
み
こ
む
。
し
か
も
起
句
の
速
や
か

な
流
動
感
に
対
し
て
、
承
句
の
緩
や
か
な
速
度
と
い
う
緩
急
を
試
み
、
詩
人
を
夢
か

ら
ま
ど
ろ
み
の
あ
わ
い
へ
ゆ
っ
た
り
と
導
い
て
い
る
。
鳥
声
は
漱
石
の
淡
い
夢
に

易
々
と
入
り
込
み
、
夢
と
現
の
境
界
を
な
く
し
て
し
ま
う
。「
感
夢
」
の
一
種
と
い

え
よ
う
。
夢
の
内
容
は
、
や
は
り
語
ら
れ
な
い
が
、
転
句
の
「
春
愁
の
色
」
が
暗
示

し
て
ア
ン
ニ
ュ
イ
な
情
趣
を
醸
し
出
し
、
体
言
止
め
ゆ
え
主
部
と
し
て
成
立
し
、
結

句
へ
と
緊
密
に
流
れ
て
ゆ
く
。「
依
稀
」
は
、
漱
石
最
後
の
作
208
に
も
「
依
稀
た
る

暮
色　

月　

草
を
離
れ
」（
七
律
第
五
句
）
と
詠
わ
れ
、
朦
朧
と
暮
れ
な
ず
む
「
暮

色
」
を
形
容
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
畳
韻
の
詩
語
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
朝
靄
で
あ
ろ
う

が
、
霧
雨
が
緑
苔
の
光
と
色
を
瑞
々
し
く
潤
し
て
、
詩
人
の
愁
い
を
包
み
込
む
よ
う

に
朧
な
空
間
が
広
が
っ
て
い
る
。
次
節
に
述
べ
る
よ
う
に
、
漱
石
詩
に
は
水
性
が
少

な
く
な
い
。
多
様
な
意
匠
が
凝
ら
さ
れ
る
が
、
こ
の
朦
朧
空
間
も
そ
の
一
例
と
い
え

よ
う
。
詩
人
は
ま
だ
し
っ
か
り
は
目
覚
め
ず
、
名
残
り
の
夢
の
あ
わ
い
で
揺
蕩
っ
て

い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

　

当
該
十
首
は
、
前
述
の
如
く
第
二
期
最
後
の
作
93
に
続
く
が
、
実
は
一
年
半
の
空

白
を
経
て
再
開
さ
れ
た
。
そ
の
空
白
期
は
、
伊
豆
か
ら
東
京
に
戻
っ
て
退
院
（
明
治

四
十
四
年
二
月
二
十
六
日
）
後
、『
思
ひ
出
す
事
な
ど
』『
彼
岸
過
迄
』
執
筆
の
他
、

評
論
や
談
話
、
講
演
を
行
う
一
方
、
大
阪
で
の
再
度
の
吐
血
入
院
、
帰
京
後
の
痔
の

手
術
、
さ
ら
に
愛
児
の
死
（
十
一
月
二
十
九
日
）、
朝
日
「
文
芸
欄
」
存
廃
を
め
ぐ

る
辞
職
騒
動
と
、
擁
護
者
の
主
筆
池
辺
三
山
の
退
社
と
死
（
翌
年
二
月
二
十
八
日
）

と
い
う
公
私
と
も
に
心
身
を
損
ね
て
当
然
の
よ
う
な
状
況
が
続
い
て
い
た
。
連
作
十

首
は
、
急
死
し
た
五
女
ひ
な
子
の
四
十
九
日
も
過
ぎ
、『
彼
岸
過
迄
』
の
連
載
も
無

事
終
わ
っ
て
、
ほ
ぼ
一
ケ
月
後
の
作
で
あ
る
。
幾
分
精
神
的
に
余
裕
が
出
て
き
た
の

か
、
第
一
首
94
（
五
絶
）
は
、
こ
う
詠
う
。

　
　

莫
道
風
塵
老　
　

道い

ふ
莫
か
れ　

風
塵
に
老
ゆ
と

　
　

當
軒
野
趣
新　
　

軒
に
当
り
て
野
趣
新
た
な
り

　
　

竹
深
鶯
亂
囀　
　

竹
深
く　

鶯　

乱
れ
囀
り

　
　

清
晝
臥
聽
春　
　

清
昼　

臥
し
て
春
を
聴
く

　

生
き
生
き
し
た
春
の
息
吹
に
託
し
て
、「
老
い
」
を
意
識
す
る
自
ら
を
励
ま
す
詩

句
か
ら
始
め
て
い
る
。
十
首
の
う
ち
其
一
と
其
四
・
六
に
つ
い
て
は
、
旧
稿
第
三
章

「
南
画
趣
味
時
代
の
漢
詩
」
第
四
節
「
詩
と
画
」
に
お
い
て
論
及
し
た
の
で
、
縷
説

は
要
し
ま
い
。
其
一
に
「
夢
」
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
が
、
結
句
は
昼
寝
を
示
唆

し
、
鳥
声
、
竹
声
に
耳
を
傾
け
て
横
臥
す
る
詩
人
が
、
い
つ
し
か
夢
の
世
界
に
入
っ

て
い
く
始
ま
り
の
作
と
も
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。

　

十
首
は
連
作
と
し
て
緩
や
か
な
相
関
関
係
を
保
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る

の
は
、
無
論
、「
春
」
と
い
う
関
鍵
と
そ
の
景
物
で
あ
る
「
花
」「
春
風
」「
水
」
で

あ
る
が
、
中
で
も
右
の
「
鶯
」（
鳥
）
は
、
次
に
挙
げ
る
其
四
・
前
掲
其
七
・
其

八
・
其
九（

（
（

に
現
れ
て
囀
り
、
飛
翔
し
て
あ
た
か
も
狂
言
回
し
の
よ
う
に
連
作
で
あ
る

こ
と
を
印
象
付
け
る
。
季
節
感
や
色
彩
の
美
し
さ
は
元
よ
り
、
聴
覚
的
機
能
を
担
う

と
と
も
に
、
先
の
「
流
鶯
」
の
よ
う
に
飛
翔
に
よ
っ
て
空
間
移
動
を
果
た
し
、
詩
の

世
界
の
時
空
を
自
在
に
置
換
す
る
。
例
え
ば
97
其
四
は
、「
暗
」
か
ら
「
明
」
へ
の

転
換
で
あ
る
。

　
　

樹
暗
幽
聽
鳥　
　

樹
暗
く
し
て　

幽
か
に
鳥
を
聴
き

　
　

天
明
仄
見
花　
　

天
明
け
て　

仄
か
に
花
を
見
る

　
　

春
風
無
遠
近　
　

春
風　

遠
近
無
く



夏
目
漱
石
の
漢
詩　

下
篇

七

　
　

吹
到
野
人
家　
　

吹
き
到
る　

野
人
の
家

　

当
該
作
も
前
対
で
、
旧
稿
（
二
一
頁
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、
天
地
対
、
視
聴
対
を

枠
組
み
と
し
て
微
妙
な
光
の
「
明
」「
暗
」
の
対
比
に
よ
っ
て
、
空
間
の
奥
行
き
と

次
第
に
明
け
て
ゆ
く
時
間
の
推
移
を
表
現
す
る
。
そ
の
始
ま
り
を
告
げ
る
の
が
鳥
声

で
あ
り
、
李
白
詩
と
同
様
、
転
句
の
「
春
風
」
に
乗
り
、「
遠
近
と
無
く
」
空
間
を

広
げ
て
「
明
」
へ
と
い
ざ
な
う
。
対
語
（
第
二
字
）
と
し
て
「
明
暗
」
が
並
置
さ
れ

て
お
り
、
一
般
に
『
明
暗
』
書
名
の
由
来
と
さ
れ
る
芥
川
等
宛
て
書
簡
中
の
141
「
明

暗
双
双　

三
万
字
」（
七
絶
転
句
）
に
先
立
つ
こ
と
五
年
の
作
で
あ
る
こ
と
も
興
味

深
い
。
漱
石
の
光
へ
の
関
心
が
認
め
ら
れ
る
が
、
白
み
ゆ
く
朝
の
光
の
中
で
、「
幽

か
に
」「
仄
か
に
」
と
い
う
繊
細
な
虚
辞
が
、
い
ま
な
お
覚
醒
し
き
れ
な
い
詩
人
の

夢
の
名
残
り
を
思
わ
せ
る
。
同
時
に
、「
聴
」「
見
」
と
い
う
動
詞
に
よ
っ
て
暗
示
さ

れ
る
詩
人
の
存
在
が
結
句
の
「
野
人
」
へ
と
結
び
つ
く
。
旧
稿
で
も
指
摘
し
た
が
、

漱
石
は
「
野
」
の
字
を
好
み
、「
官
」
や
権
威
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
で
あ
る
と

と
も
に
、
自
然
へ
の
親
炙
が
籠
め
ら
れ
て
い
る
。
転
結
句
は
、
そ
の
「
野
人
」
を
慰

撫
す
る
か
の
よ
う
に
「
春
風
」
が
遠
近
惜
し
み
な
く
吹
き
寄
せ
る
。「
春
風
」
自
身

が
あ
た
か
も
眠
り
か
ら
覚
め
て
「
野
人
」
の
家
を
訪
ね
る
か
の
よ
う
に
擬
人
化
さ
れ

て
い
る
が
、
果
た
し
て
こ
の
「
野
人
」
は
漱
石
自
身
と
解
し
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

当
該
連
作
中
、
漱
石
自
身
と
思
し
き
人
物
が
、
そ
の
ほ
か
、「
詩
人
」（
其
二
）、「
漁

翁
」（
其
六
）、「
人
」（
其
八
）
と
し
て
登
場
す
る
。
読
者
は
、
そ
の
人
物
が
誰
な
の

か
、
視
点
を
誰
に
定
め
る
べ
き
か
戸
惑
わ
さ
れ
る
。
こ
の
揺
ら
ぎ
は
、
当
該
連
作
だ

け
で
は
な
い
。
今
期
以
降
、
少
な
か
ら
ず
認
め
ら
れ
る
漱
石
漢
詩
の
特
徴
の
一
つ
な

の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
問
題
提
起
に
止
め
て
、
後
掲
の
「
漁
翁
」
が
登
場
す
る
99
詩

に
論
述
す
る
。

　

右
の
97
は
、
一
海
注
が
引
く
よ
う
に
、
祖
述
す
る
作
が
あ
る
。
南
宋
の
遺
民
と
い

わ
れ
る
眞
山
民
の
「
新
春
」（
五
律
）「
東
風　

厚
薄
無
く
、
例
に
隨
ひ
て
衡
門
（
横

木
だ
け
の
粗
末
な
門
。
隠
遁
の
象
徴
）
に
も
到
る
」（
尾
聯
）
で
あ
る（

（1
（

。
漱
石
詩
は

既
述
の
如
く
、
第
二
期
以
降
、
祖
述
す
る
詩
句
を
そ
の
ま
ま
模
擬
せ
ず
、
反
転
や
変

換
、
重
層
、
複
合
な
ど
を
用
い
て
独
自
性
を
発
揮
す
る
が
、
当
該
詩
で
は
最
も
素
朴

な
詩
語
の
置
き
換
え
（
東
風
→
春
風
、
厚
薄
→
遠
近
、
衡
門
→
野
人
家
）
を
試
み
て

い
る
。
た
だ
連
作
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
眞
山
民
詩
が
、
連
想
の
媒
介
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
。
末
句
「
衡
門
」
が
次
の
其
五
98
に
見
え
る

の
で
あ
る
。

　
　

抱
病
衡
門
老　
　

病
を
抱
き
て　

衡
門
に
老
い

　
　

憂
時
涕
淚
多　
　

時
を
憂
ひ
て　

涕
涙
多
し

　
　

江
山
春
意
動　
　

江
山　

春
意
動
き　

　
　

客
夢
落
煙
波　
　

客
夢　

煙
波
に
落
つ

　

こ
の
起
承
句
は
、
稍
々
無
理
が
あ
り
な
が
ら
も
意
図
と
し
て
は
恐
ら
く
対
句
を
期

し
て
お
り
、
転
句
の
自
然
に
対
し
て
、
憂
い
深
き
人
事
を
詠
う
。
伊
豆
か
ら
の
帰
京

後
も
病
気
続
き
の
状
況
は
変
わ
ら
ず
、
心
身
の
衰
弱
に
加
え
て
「
老
」
を
も
意
識
す

る
。
十
首
連
作
に
お
け
る
初
め
て
の
詩
人
の
感
情
吐
露
で
あ
る
。
一
年
半
の
空
白
後

で
は
あ
る
が
、
起
句
の
「
病
」
は
、
む
し
ろ
空
白
ゆ
え
に
伊
豆
時
代
と
繋
が
っ
て
い

る
こ
と
を
明
確
に
物
語
る
。「
衡
門
」
は
、『
詩
經
』
陳
風
「
衡
門
」
に
由
来
す
る
古

い
詩
語
で
あ
り
、
爾
後
、
陶
淵
明
・
王
維
と
も
に
用
例
が
あ
る（

（1
（

の
で
、
必
ず
し
も
眞

詩
に
基
づ
く
と
は
限
ら
な
い
が
、
こ
の
「
衡
門
」
が
眞
詩
の
媒
介
と
解
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、「
春
風
」
の
吹
き
寄
せ
る
家
と
い
う
97
詩
と
明
確
に
繋
が
り
、
転
句
の

「
春
意
動
」
に
結
び
つ
く
の
で
あ
る
。
漱
石
詩
が
典
故
の
重
層
的
襲
用
と
い
う
技
巧



八

文
学
部
紀
要
　
第
七
十
八
号

を
用
い
る
こ
と
を
旧
稿
で
指
摘
し
た
（
二
六
頁
）
が
、
こ
の
連
想
か
ら
も
そ
れ
が
窺

わ
れ
よ
う
。

　

承
句
で
は
、
時
勢
の
現
況
や
行
く
末
に
胸
を
痛
め
て
い
る
。
こ
れ
は
現
実
的
状
況

の
一
つ
と
し
て
、
当
該
作
の
二
ケ
月
後
に
明
治
天
皇
が
崩
御
し
た
こ
と（

（1
（

を
推
定
し
得

る
。
崩
御
に
関
し
て
は
、
周
知
の
如
く
、『
心
』「
下　

先
生
と
遺
書
五
十
五
」

（
百
九
）
に
お
い
て
、
そ
の
報
を
知
っ
た
「
先
生
」
は
、
こ
う
記
す
。「
明
治
の
精
神

が
天
皇
に
始
ま
っ
て
天
皇
に
終
っ
た
や
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
最
も
強
く
明
治
の
影

響
を
受
け
た
私
ど
も
が
、
そ
の
後
に
生
き
残
っ
て
ゐ
る
の
は
必
竟
時
勢
遅
れ
だ
と
い

ふ
感
じ
が
烈
し
く
私
の
胸
を
打
ち
ま
し
た
」
と
。
こ
の
感
慨
を
め
ぐ
っ
て
、
漱
石
の

天
皇
観
や
「
明
治
の
精
神
」
に
つ
い
て
多
く
の
議
論
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
言
及
を

控
え
る
。
た
だ
「
先
生
」
と
漱
石
と
は
別
人
格
と
い
う
こ
と
を
勘
案
し
て
も
、「
涕

淚
多
し
」
と
い
う
詩
語
は
、
明
治
天
皇
の
重
篤
な
病
状
に
対
し
て
素
朴
な
憂
慮
を
吐

露
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。『
心
』
の
「
私
」
が
帝
大
卒
業
後
、
帰
郷
し

た
際
、「
あ
る
大
き
な
こ
と
が
起
っ
た
。
そ
れ
は
明
治
天
皇
の
御
病
気
の
報
知
で

あ
っ
た
。」「
私
は
つ
い
此
間
の
卒
業
式
に
例
年
の
通
り
大
学
へ
行
幸
に
な
っ
た
陛
下

を
憶
ひ
出
し
た
り
し
た
」（「
中　

両
親
と
私
三
」
三
十
九
）
と
あ
り
、
そ
の
行
幸

は
、「
明
治
天
皇
奉
悼
の
辞
」（
全
集
巻
二
十
六
、
雑
纂
Ⅱ
）
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

「
天
皇
御
在
位
の
頃
学
問
を
重
ん
じ
給
ひ
明
治
三
十
二
年
以
降
我
が
帝
国
大
学
の
卒

業
式
毎
に
行
幸
の
事
あ
り
」
と（

（1
（

。
漱
石
は
帰
国
後
の
明
治
三
十
六
年
四
月
、
帝
国
大

学
講
師
に
着
任
す
る
の
で
、
卒
業
式
に
は
天
皇
を
遠
く
よ
り
拝
顔
し
た
で
あ
ろ
う
。

ま
た
教
え
子
の
松
根
東
洋
城
は
宮
内
省
に
務
め
て
お
り（

（1
（

、
彼
を
通
じ
て
天
皇
の
人
間

像
を
知
る
機
会
は
推
測
さ
れ
、
当
時
、
式
部
官
だ
っ
た
彼
か
ら
公
式
発
表
前
、
す
で

に
天
皇
の
病
状
を
知
っ
て
い
た
蓋
然
性
が
高
い
。
七
月
二
十
六
日
付
林
原
（
当
時
岡

田
）
耕
三
宛
の
書
簡
1671
に
「
松
根
式
部
官
も
陛
下
の
御
病
気
に
て
忙
し
く
自
分
の
方

が
病
気
に
な
る
の
も
近
々
の
事
と
候
」
と
記
す
。
前
日
二
十
五
日
付
け
の
橋
口
貢
宛

書
簡
1670
で
は
、
清
国
湖
北
省
の
領
事
館
に
赴
任
中
の
橋
口
（
旧
稿
注
51
参
照
）
に
、

状
況
報
告
と
心
情
を
表
白
し
て
い
る
。「
聖
上
御
重
患
に
て
上
下
心
を
傷
め
居
候
今

朝
の
様
子
に
て
は
又
々
心
元
な
き
や
に
被
察
洵
に
御
気
の
毒
に
存
候
」
と
。「
明
治

の
精
神
」
論
と
は
別
に
、
漱
石
が
か
よ
う
に
天
皇
の
病
状
を
気
遣
い
、
死
を
悼
む
人

間
的
感
情
を
抱
い
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。
当
該
詩
で
は
、
そ
れ
も
含
め
て
明

治
の
終
わ
り
と
い
う
時
代
の
大
き
な
転
換
が
迫
る
中
、
漱
石
の
現
実
へ
の
関
心
と
憂

慮
が
表
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

だ
が
気
が
付
け
ば
、
時
は
春
、
山
も
川
も
春
の
兆
し
が
蠢
動
し
始
め
た
。
詩
人

は
、
い
ざ
な
わ
れ
る
よ
う
に
春
の
自
然
に
感
応
し
、
い
つ
し
か
山
川
に
遊
ぶ
夢
の
世

界
へ
と
入
っ
て
い
く
。
こ
の
「
客
夢
」
は
、
伊
豆
で
の
89
「
客
夢
回
時
一
鳥
鳴
」
と

同
じ
詩
語
で
あ
る
。
両
首
は
、
覚
醒
と
入
眠
と
い
う
方
向
を
逆
に
し
、
89
詩
に
お
い

て
、
詩
人
は
現
実
的
に
修
善
寺
と
い
う
旅
寓
の
身
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
当
該
作

の
旅
先
（「
客
」）
は
、
夢
の
世
界
に
な
っ
て
い
る
。
だ
が
「
客
夢
」
は
、
全
詩
中
こ

の
二
例
の
み
な
の
で
、
こ
こ
で
同
じ
詩
語
を
用
い
る
の
は
、
飛
躍
を
承
知
で
い
え

ば
、
夢
中
の
旅
先
は
、
修
善
寺
と
思
し
き
自
然
で
は
あ
る
ま
い
か
。
さ
す
れ
ば
冒
頭

の
「
病
」
に
も
繋
が
り
、
十
首
は
、
伊
豆
時
代
の
続
編
に
位
置
す
る
と
看
做
せ
よ

う
。
そ
の
流
れ
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
夢
も
春
霞
に
包
ま
れ
た
波
に
揺
蕩
い
な
が

ら
、
89
詩
と
同
様
、
詩
人
は
、
夢
と
現
の
あ
わ
い
に
遊
ん
だ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
現
の
憂
愁
を
し
っ
か
り
と
抱
え
な
が
ら
。「
煙
波
に
落
つ
」
と
い
う
夢
の
朦
朧

性
が
、
波
に
よ
っ
て
揺
れ
動
い
て
い
る
。
水
が
も
た
ら
す
揺
動
感
が
、
五
言
絶
句
と

い
う
極
小
の
世
界
に
、
無
限
の
時
空
を
広
げ
る
の
で
あ
る
。
漱
石
の
夢
に
は
、
水
、
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も
し
く
は
水
に
関
わ
る
要
素
が
印
象
的
で
あ
る
。
次
節
で
そ
の
意
味
を
考
察
す
る
。

　

続
く
其
六
99
に
も
水
が
描
か
れ
、
絵
画
的
叙
景
を
詠
じ
て
い
る
。

　
　

渡
口
春
潮
靜　
　

渡
口　

春
潮
静
か
に

　
　

扁
舟
半
柳
陰　
　

扁
舟　

柳
陰
に
半
ば
す

　
　

漁
翁
眠
未
覺　
　

漁
翁　

眠
り
未
だ
覚
め
ず

　
　

山
色
入
江
深　
　

山
色　

江
に
入
り
て
深
し

　

春
の
波
も
凪
い
だ
う
ら
ら
か
な
昼
下
が
り
、
渡
し
場
近
く
の
緑
陰
に
舫
う
一
艘
の

小
舟
。
釣
り
人
は
夢
か
現
か
覚
め
や
ら
ず
、
水
面
に
映
る
山
容
が
、
い
つ
し
か
そ
の

色
を
深
め
て
い
く
。「
詩
中
画
有
り
」
と
い
う
よ
り
も
、
一
幅
の
画
そ
の
も
の
の
詩

で
あ
る
。
旧
稿
に
お
い
て
、
当
該
作
と
漱
石
最
初
の
山
水
画
及
び
そ
の
題
画
詩
112

「
題
自
画（

（1
（

」（
大
正
元
年
十
一
月
、
七
絶
）
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
指
摘
し
、
そ
の
画
の

構
想
が
す
で
に
五
ケ
月
前
の
こ
の
詩
に
認
め
ら
れ
、
漱
石
の
希
求
す
る
世
界
が
具
体

的
に
描
出
さ
れ
て
い
る
と
論
じ
た
。

　

当
該
詩
に
は
、
詩
人
の
存
在
が
無
い
。
一
読
、
純
粋
な
山
水
詩
で
あ
り
、
唯
一
の

人
間
で
あ
る
「
漁
翁
」
も
そ
の
点
景
に
過
ぎ
な
い
。
強
い
て
詩
人
の
思
い
を
探
れ

ば
、
そ
の
隠
遁
憧
憬
で
あ
ろ
う
。
漢
詩
に
お
い
て
『
楚
辭
』
以
来
、
伝
統
的
に
隠
遁

者
の
象
徴
と
さ
れ
る
「
漁
翁
」
を
登
場
さ
せ
、「
扁
舟
」
も
、
官
僚
生
活
か
ら
解
放

さ
れ
た
自
由
を
象
徴
す
る
語
だ
か
ら
で
あ
る
。
連
作
と
い
う
観
点
に
立
て
ば
、
詩
人

の
存
在
が
消
え
て
連
作
を
否
定
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
詩
語
を
検
証
す
れ

ば
、
98
詩
と
の
相
関
性
が
明
ら
か
で
あ
る
。「
扁
舟
」「
漁
翁
」
の
隠
遁
志
向
は
、
98

詩
起
句
の
「
衡
門
」
に
繋
が
り
、「
春
潮
」
は
、
98
詩
の
「
江
」
に
棚
引
く
結
句
の

「
煙
波
」
と
呼
応
し
、
そ
の
「
江
」
に
は
、
98
詩
の
「
山
」
容
が
映
っ
て
い
る
。
ま

る
で
鏡
像
の
よ
う
に
。
さ
す
れ
ば
、
99
詩
は
、
詩
人
が
遊
ん
だ
98
の
「
客
夢
」
の
世

界
で
は
な
い
か
。
こ
こ
に
も
豊
か
な
水
の
光
景
が
広
が
り
、
夢
か
現
か
揺
蕩
う
中

で
、
姿
無
き
詩
人
は
、
春
の
昼
下
が
り
に
「
漁
翁
」
と
化
し
て
、
長
閑
に
釣
り
を
垂

れ
た
の
で
あ
る
。
夢
の
内
容
を
語
る
こ
と
の
少
な
い
漱
石
詩
の
「
夢
」
が
語
ら
れ
て

い
る
。
漱
石
が
実
際
に
見
た
夢
か
、
あ
る
い
は
彼
の
夢
想
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
作
は
、
漱
石
の
夢
世
界
で
あ
り
、
ま
さ
に
彼
の
「
願
望
の
充

足
」（
フ
ロ
イ
ト
）
と
看
做
せ
よ
う
。
続
く
前
掲
100
詩
は
、
既
述
の
如
く
「
流
鶯
」

に
呼
ば
れ
て
覚
醒
す
る
。
従
っ
て
こ
の
三
篇
（
98
・
99
・
100
）
は
、
入
眠
・
夢
世

界
・
覚
醒
と
い
う
夢
を
め
ぐ
る
相
関
性
を
明
快
に
認
め
得
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
第

一
首
を
夢
の
始
ま
り
と
位
置
付
け
れ
ば
、「
春
日
偶
成
」
十
首
は
漱
石
の
「
春
の
夢
」

詩
と
も
題
せ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

最
後
に
指
摘
し
た
い
の
は
、「
漁
翁
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
98
詩
と
の
関
わ
り
か

ら
、
漱
石
の
分
身
と
看
做
し
た
が
、
先
の
問
題
提
起
の
よ
う
に
果
た
し
て
そ
う
断
定

で
き
る
の
か
。
清
宮
一
成
『
夢
分
析
』
に
拠
れ
ば
、
夢
に
登
場
す
る
人
物
は
、「
自

分
が
な
り
た
い
も
の
」「
自
分
が
か
つ
て
そ
れ
で
あ
っ
た
は
ず
の
も
の
」
ば
か
り
で

な
く
、「
自
分
は
そ
れ
だ
け
に
は
な
り
た
く
な
い
も
の
」「
そ
れ
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
も
の
」
も
含
め
て
、
す
べ
て
「
自
己
」
の
姿
に
集
約
さ
れ
る
と
い
う
（
第
七
章

「
夢
中
の
転
生（

（1
（

」）。
し
た
が
っ
て
こ
の
「
漁
翁
」
も
、
漱
石
自
身
と
看
做
せ
よ
う
。

た
だ
し
そ
の
漱
石
は
夢
を
見
て
い
る
と
い
う
条
件
付
き
で
あ
る
。
99
詩
に
は
「
夢
」

が
な
い
。
だ
が
「
漁
翁
」
は
、
小
舟
の
中
で
ま
ど
ろ
ん
で
い
る
。
そ
の
姿
が
、
詩
人

の
夢
の
中
な
ら
ば
、
夢
中
の
夢
と
い
う
入
れ
子
構
造
で
あ
る
。
こ
の
フ
ラ
ク
タ
ク
ル

構
造
は
、
反
復
す
る
夢
の
特
質
の
一
つ
と
い
う
。
夢
の
中
で
は
、
自
由
に
変
身
、
転

生
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
姿
を
見
て
い
る
も
う
一
人
の
漱
石
が
い
る
。
心

理
学
的
に
は
、
自
己
を
客
観
視
す
る
こ
と
に
よ
る
、
自
身
の
存
在
、
自
己
の
生
の
確



一
〇

文
学
部
紀
要
　
第
七
十
八
号

認
で
あ
る
（
清
宮
、
一
九
四
頁
）。
そ
れ
は
小
説
中
の
登
場
人
物
は
、
す
べ
て
作
者

の
分
身
と
い
う
こ
と
と
よ
く
似
て
い
る
。
い
わ
ば
夢
の
虚
構
性
で
あ
る
。
夢
は
そ
れ

自
体
虚
妄
な
の
で
、
あ
え
て
言
う
ま
で
も
な
い
が
。

　

漱
石
詩
に
は
、
前
述
の
如
く
、「
漁
翁
」
の
よ
う
な
虚
構
的
分
身
が
少
な
か
ら
ず

登
場
し
、
そ
れ
は
「
夢
」
の
詩
に
多
い
。
今
期
最
初
の
前
掲
（
第
一
章
）
77
詩
の

「
老
衲
の
衣
」
を
身
に
纏
い
、
座
禅
を
組
む
老
僧
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
夢
に
お
け

る
分
身
の
登
場
は
今
期
か
ら
始
ま
り
、
明
暗
期
に
少
な
く
な
い（

（1
（

。
例
え
ば
159
詩
（
大

正
五
年
九
月
九
日
、
七
律
）
に
も
詩
僧
が
登
場
し
、
仏
教
色
が
濃
厚
で
あ
る
。

　
　

①　

曾
見
人
間
今
見
天　
　

曾
て
は
人じ
ん
か
ん間
を
見　

今
は
天
を
見
る

　
　

②　

醍
醐
上
味
色
空
邊　
　

醍
醐
の
上
味　

色
空
の
辺

　
　

③　

白
蓮
曉
破
詩
僧
夢　
　

白
蓮　

暁
に
破
る　

詩
僧
の
夢　

　
　

④　

翠
柳
長
吹
精
舎
緣　
　

翠
柳　

長
く
吹
く　

精
舎
の
縁

　
　

⑤　

衜
到
虛
明
長
語
絶　
　

道
は
虚
明
に
到
り
て　

長
語
絶
え

　
　

⑥　

烟
歸
曖
曃
妙
香
傳　
　

烟
は
曖
曃
に
帰
し
て　

妙
香
伝
ふ

　
　

⑦　

入
門
還
愛
無
他
事　
　

門
に
入
り
て
還
た
愛
す　

他
事
無
き
を

　
　

⑧　

手
折
幽
花
供
佛
前　
　

幽
花
を
手
折
り
て　

仏
前
に
供
ふ

　

初
句
は
、
人
間
が
織
り
な
す
世
間
の
諸
事
は
、
今
や
眼
中
に
な
い
と
詠
う
。『
明

暗
』
執
筆
中
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
意
外
な
告
白
と
も
い
え
る
が
、
む
し
ろ
そ
れ

ゆ
え
に
「
人
間
」
を
客
観
視
で
き
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ

れ
は
紛
れ
も
な
く
、
漱
石
自
身
の
率
直
な
感
懐
で
あ
ろ
う
。
漢
詩
だ
か
ら
こ
そ
可
能

な
表
白
で
あ
る
。
こ
の
「
天
」
は
、
仏
教
的
意
味
で
あ
る
こ
と
を
②
が
明
示
す
る
。

「
醍
醐
」
は
、
牛
乳
を
精
製
し
て
作
っ
た
最
上
の
味
で
、
仏
語
と
し
て
は
、
如
来
の

無
上
の
教
法
を
喩
え
て
お
り
、「
色
空
」
す
な
わ
ち
「
色
即
是
空
、
空
即
是
空
」
の

法
味
で
あ
る
。「
天
」
が
仏
道
を
い
ざ
な
い
、
詩
人
の
連
想
に
池
の
あ
る
精
舎
が
出

現
し
、「
詩
僧
」
が
登
場
す
る
。

　

寺
院
の
池
で
、
夜
明
け
に
花
開
く
白
蓮
の
弾
け
る
音
が
、
仏
僧
を
夢
か
ら
現
に
戻

す
。
池
の
ほ
と
り
で
は
、
翠
の
柳
が
風
に
揺
れ
る
。
対
語
の
「
白
」
と
「
緑
」
の
色

彩
が
爽
や
か
で
、
劉
宋
・
謝
靈
運
詩
の
名
句
「
白
雲 

幽
石
を
抱
き
、
緑
條 

淸
漣
に

媚
ぶ
」
を
髣
髴
と
さ
せ
る
。
謝
詩
と
同
様
、
柳
は
長
い
枝
を
水
面
の
白
蓮
に
ま
で
靡

か
せ
て
、
仏
縁
を
物
語
る
。
仏
教
語
で
も
あ
る
「
白
蓮
」
は
夏
の
季
語
で
あ
り
、

「
綠
柳
」
は
、
春
を
象
徴
す
る
。
漱
石
現
実
の
季
節
は
重
陽
の
秋
で
あ
り
、
季
節
の

不
統
一
か
ら
も
、
当
該
詩
が
虚
構
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
こ
れ

ら
の
植
物
は
、
ま
だ
覚
め
切
ら
な
い
名
残
り
の
夢
の
中
に
浮
ん
で
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
そ
れ
ら
の
中
央
に
は
池
が
位
置
し
、
風
は
水
面
を
揺
ら
し
、
白
蓮
も
揺
れ
動

く
。
光
源
の
定
か
で
な
い
朧
な
光
に
浮
か
び
上
が
る
「
道
」
は
、
時
空
を
超
越
し
た

世
界
へ
導
く
よ
う
で
、
お
の
ず
と
無
駄
な
言
葉
は
慎
ま
れ
て
、
静
寂
が
支
配
す
る
。

夢
か
現
か
わ
か
ら
な
い
名
残
り
の
夢
は
、
水
に
よ
る
浮
遊
感
で
揺
れ
、
朦
朧
た
る
空

間
の
中
に
「
妙
香
」
が
漂
い
流
れ
る
。

　

尾
聯
は
一
転
し
て
、
具
体
的
な
動
作
が
述
べ
ら
れ
る
が
、
尾
聯
の
各
動
詞
の
主
体

は
い
ず
れ
も
「
詩
僧
」
で
、
漱
石
の
姿
は
無
い
。
初
句
（「
曾
見
人
間
今
見
天
」）
で

は
明
確
に
、
漱
石
自
身
の
存
在
を
詠
ん
だ
に
も
関
わ
ら
ず
。
こ
の
齟
齬
は
、「
夢
」

な
ら
ば
こ
そ
許
容
さ
れ
る
と
い
え
よ
う
。
逆
に
そ
の
綻
び
（
あ
る
い
は
裂
け
目
）
ゆ

え
に
、
夢
の
世
界
と
断
じ
得
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
気
づ
か
さ
れ
る
の
は
、
夢
か
ら

覚
め
た
「
現
」
で
あ
る
は
ず
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
も
ま
た
「
夢
」
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
漱
石
の
「
夢
」
に
は
、
先
の
「
漁
翁
」
同
様
、
分
身
に
よ
る
フ
ラ
ク
タ
ク
ル

性
を
指
摘
で
き
よ
う
。
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漱
石
詩
に
於
け
る
、
か
よ
う
な
分
身
の
登
場
は
、
既
述
の
ご
と
く
「
夢
」
と
結
び

つ
く
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
は
、「
夢
」
の
虚
構
性
が
、
現
実
の
時
空
の
縛
り
を
解
き

放
ち
、
詩
人
の
想
念
を
自
由
に
繰
り
広
げ
得
る
か
ら
で
は
な
い
か
。
漱
石
は
、
小
説

家
と
し
て
リ
ア
リ
テ
ィ
を
賦
与
す
る
た
め
に
、
緻
密
で
精
細
な
合
理
性
を
徹
底
的
に

追
求
す
る（

（1
（

。
そ
の
試
行
錯
誤
の
間
中
、
彼
の
頸
に
は
、
堅
固
な
軛
が
縛
ら
れ
て
い

た
。
と
い
う
よ
り
も
、
小
説
家
と
し
て
の
現
実
的
合
理
性
追
求
が
自
縛
し
て
い
た
と

い
え
よ
う
。
だ
が
漢
詩
に
お
い
て
は
、
小
説
家
の
軛
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
現
実
及
び

現
実
に
お
け
る
諸
々
の
関
係
性
を
そ
の
ま
ま
詠
う
自
由
が
許
容
さ
れ
る
。
漱
石
に

と
っ
て
、
漢
詩
は
、
私
的
感
懐
や
願
望
を
直
接
表
白
し
得
る
文
学
領
域
な
の
で
あ

る
。
彼
が
午
前
中
の
『
明
暗
』
執
筆
と
同
時
に
、
午
後
、
あ
く
ま
で
漢
詩
を
創
作
し

続
け
た
所
以
を
示
唆
す
る
で
あ
ろ
う
。「
夢
」
は
、
小
説
と
同
じ
く
虚
構
性
を
前
提

と
す
る
が
、
小
説
は
ど
れ
だ
け
現
実
と
真
実
に
迫
れ
る
か
が
求
め
ら
れ
る
の
に
対
し

て
、
リ
ア
リ
テ
ィ
が
問
題
に
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
如
何
に
非
現
実
的
且
つ
不
条
理

で
あ
ろ
う
と
も
許
容
さ
れ
る
。
夢
と
い
う
虚
構
に
よ
っ
て
、
彼
は
「
漱
石
」
か
ら
解

放
さ
れ
て
、
自
由
に
「
詩
僧
」
に
も
「
高
人
」
に
も
成
り
切
れ
る
の
で
あ
る
。
時
に

は
、
漠
然
と
し
た
「
人
」
に
な
っ
た
り
、
果
て
は
、
現
実
に
は
「
東
京
で
秋
」
の
時

空
に
も
関
わ
ら
ず
、
何
食
わ
ぬ
顔
で
、
山
居
の
春
景
（
例
え
ば
164
詩（

（1
（

）
を
詠
ん
だ
り

も
す
る
。
漢
詩
は
、
中
で
も
漢
詩
中
の
「
夢
」
は
、
小
説
を
執
筆
し
て
い
る
彼
の
軛

を
緩
め
、
解
き
ほ
ぐ
し
得
る
安
全
装
置
だ
っ
た
。
夢
の
中
で
、
彼
は
、
安
心
し
て
真

の
自
己
を
語
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
外
貌
と
し
て
は
、「
髙
人
」
や

「
漁
翁
」
と
い
う
別
人
格
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
も
っ
と
突
飛
な
鳥
や
動
植
物
、
あ

る
い
は
雲
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
は
「
す
べ
て
当
の
夢
み
る
人
が
生
き
て
い

る
全
体
的
な
世
界
関
係
、
あ
る
い
は
む
し
ろ
そ
の
時
そ
の
時
に
ま
さ
に
本
来
的
に
其

の
人
自
身
に
外
な
ら
ぬ
世
界
関
係
に
、
根
源
的
か
つ
不
可
分
に
帰
属
し
て
い
る
」

（
メ
ダ
ル
ト
・
ボ
ス
『
夢
―
そ
の
現
存
在
分
析
』
一
五
五
頁（

（2
（

）。
夢
の
世
界
は
、
漱

石
の
真
実
と
「
根
源
的
か
つ
不
可
分
に
」
関
わ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
夢
は
虚
構
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
逆
説
的
に
現
実
と
切
り
結
ぶ
リ

ア
リ
テ
ィ
を
有
し
、
真
実
を
語
り
得
る
。
さ
ら
に
今
期
の
よ
う
に
、
病
臥
の
時
空

は
、
現
実
そ
の
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、「
現
実
界
を
遠
く
に
」（『
思
ひ
出
す
事
な
ど
』

五
）
見
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
複
眼
的
ア
ナ
ロ
ジ
ー
が
、
元
来
の
「
夢
」
へ
の
高
い

関
心
に
輪
を
掛
け
て
、
今
期
、
特
に
漱
石
を
引
き
付
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
夢
は
、
浅
き
夢
、
名
残
り
の
夢
、
夢
と
現
の
あ
い
だ
に
ま
ど
ろ

む
儚
き
夢
で
あ
り
、
現
実
の
関
係
性
を
そ
の
ま
ま
包
含
し
た
フ
ラ
ク
タ
ク
ル
な
大
夢

と
い
う
べ
き
夢
で
あ
っ
た
。「
時
夢
」「
病
夢
」「
感
夢
」
と
い
う
陰
陽
虚
実
の
自
然

を
も
含
む
現
況
が
影
響
を
及
ぼ
す
夢
を
基
底
に
持
ち
な
が
ら
、
漱
石
が
見
つ
け
た
、

真
実
を
自
由
に
表
白
で
き
る
境
位
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
ら
の
夢
の
中
で
、
繰

り
返
し
表
現
さ
れ
て
印
象
的
な
の
は
、
多
種
多
様
な
「
水
」、
あ
る
い
は
水
の
揺
動

性
、
朦
朧
性
に
関
わ
る
詩
境
で
あ
る
。
そ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の
か
、
次
節
以
降
に

考
察
す
る
。第

二
節
　「
水
」
の
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー

　

漱
石
漢
詩
の
特
徴
の
一
つ
は
、
こ
れ
ま
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
自
然
を
対
象
と
す

る
こ
と
で
あ
る
。
所
謂
山
水
詩
も
数
多
く
詠
わ
れ
、
必
然
的
に
「
水
」
の
描
写
が
少

な
く
な
い
。「
病
中
の
余
は
自
然
を
懐
か
し
く
思
っ
て
い
た
」（『
思
ひ
出
す
事
な
ど
』

二
十
四
）
と
記
す
よ
う
に
、
今
期
、
そ
の
傾
向
は
特
に
顕
著
で
、
す
で
に
挙
げ
た
作

中
に
も
、
川
や
池
、
雨
な
ど
の
水
性
を
見
出
し
た
。
前
掲
「
春
日
偶
成
」
十
首
（
す



一
二

文
学
部
紀
要
　
第
七
十
八
号

べ
て
五
絶
）
に
も
「
水
」
が
多
く
詠
わ
れ
て
、
春
の
好
ま
し
い
景
物
と
し
て
も
不
可

欠
の
要
素
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
す
で
に
「
客
夢
煙
波
に
落
つ
」（
其
五
）、

「
渡
口　

春
潮
静
か
に
」（
其
六
）
と
夢
の
中
で
の
朦
朧
た
る
水
景
色
や
、「
微
雨　

花
を
湿
ほ
し
て
来
る
」（
其
七
）
と
い
う
小
糠
雨
を
挙
げ
た
が
、
そ
の
ほ
か
、
其
十

で
は
「
渡
り
尽
く
す　

東
西
の
水
、
三
た
び
過
ぐ　

翠
柳
の
橋
」
と
詠
い
、
数
多
く

の
川
を
渡
っ
て
き
た
人
生
の
比
喩
と
し
て
、「
水
」
を
用
い
て
い
る
。「
東
西
」
と
あ

る
か
ら
に
は
、
70
「
眼
に
東
西
の
字
を
識
る
」（
明
治
三
十
二
年
、
五
古
五
韻
初
句
）

の
よ
う
に
、
東
京
や
国
内
の
み
な
ら
ず
、
海
外
を
意
味
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
ろ

う
。
こ
れ
ま
で
の
半
生
を
顧
み
て
、
十
首
の
掉
尾
を
飾
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
や

は
り
『
維
摩
經
』「
十
喩
」
の
一
つ
、「
水
の
如
し
」
の
感
慨
も
籠
め
ら
れ
て
い
た
で

あ
ろ
う
。

　

其
二
95
「
竹
密
に
し
て　

能
く
水
を
通
じ
、
花
高
く
し
て
春
を
隠
さ
ず
」（
起
承

句
）
は
、
密
生
す
る
竹
林
の
中
に
も
水
は
流
れ
通
じ
て
行
く
様
を
詠
う
。
こ
の
句

は
、
晩
唐
～
五
代
・
永
安
院
善
静
禅
師
の
語
で
あ
る
「
竹
密
に
し
て
豈
に
流
水
の
過

ぐ
る
を
妨
げ
ん
や
、
山
高
く
し
て
那
ん
ぞ
野
雲
の
飛
ぶ
を
阻
ま
ん
や（

（2
（

」（『
五
燈
會

元
』
巻
六
）
に
基
づ
く
。
竹
が
如
何
に
密
生
し
て
い
て
も
、
水
は
難
な
く
流
れ
て
ゆ

く
。
密
生
す
る
竹
と
高
い
山
が
、
人
生
に
立
ち
は
だ
か
る
障
害
の
比
喩
と
し
て
用
い

ら
れ
、
水
と
雲
は
、
そ
れ
を
物
と
も
せ
ず
自
由
に
運
行
す
る
。「
水
」
に
つ
い
て
は
、

「
上
善
は
水
の
如
し
」
と
い
う
『
老
子
』
第
八
章
の
語（

（2
（

が
有
名
だ
が
、「
上
善
」
の
理

由
と
し
て
は
、
万
物
に
恵
み
を
与
え
な
が
ら
争
わ
ず
、
自
ら
は
人
の
忌
避
す
る
低
地

に
居
よ
う
と
す
る
か
ら
と
い
う
、
い
わ
ば
道
徳
的
謙
虚
さ
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。
一

方
、
右
の
禅
語
は
、
融
通
無
碍
に
流
動
す
る
自
然
体
の
在
り
よ
う
を
表
わ
し
、
そ
れ

に
対
す
る
漱
石
の
憧
憬
を
認
め
得
る
。
病
患
続
き
や
「
兎
角
に
人
の
世
は
住
み
に
く

い
」
と
い
う
感
懐
を
有
す
る
漱
石
に
と
っ
て
、
心
惹
か
れ
る
禅
語
で
あ
っ
た
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
な
ぜ
自
然
体
が
可
能
な
の
か
に
対
す
る
解
答
と
思
し
き

作
が
、
次
の
其
三
96
詩
で
あ
る
。

　
　

細
雨
看
花
後　
　

細
雨　

花
を
看
る
の
後

　
　

光
風
靜
坐
中　
　

光
風　

静
坐
の
中

　
　

虛
堂
迎
晝
永　
　

虚
堂　

昼
を
迎
へ
て
永
く

　
　

流
水
出
門
空　
　

流
水　

門
を
出
で
て
空
し　
　
　

　

霧
雨
が
花
々
を
潤
し
て
生
気
を
注
ぐ
様
を
見
守
っ
て
い
る
と
、
い
つ
し
か
光
が
射

し
こ
ん
で
さ
わ
や
か
な
風
が
そ
よ
ぐ
。
そ
の
中
で
心
静
か
に
坐
し
て
い
る
「
野
人
」

（
其
四
）
の
姿
が
浮
か
ぶ
。
後
半
は
対
句
で
、
こ
れ
も
時
空
対
の
一
種
と
い
え
よ
う
。

昼
に
な
り
は
し
た
が
、
人
気
無
い
部
屋
で
は
、
次
第
に
茫
然
と
し
て
時
が
消
え
て
し

ま
う
。
だ
が
結
句
が
わ
か
り
づ
ら
い
。
一
海
注
は
、
平
仄
を
整
え
る
た
め
転
倒
し
た

も
の
で
、「
出
門
流
水
空
（
門
を
出
づ
れ
ば
流
水
空
し
）」
の
意
と
す
る
。
さ
す
れ
ば

門
を
出
る
主
体
は
、「
虚
堂
」
中
の
「
野
人
」（
詩
人
）
に
な
る
。
だ
が
「
流
水
」
の

語
は
全
詩
中
こ
の
用
例
だ
け
で
、
そ
れ
が
其
二
「
竹
密
能
通
水
」
の
典
故
の
禅
語
中

に
あ
る
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、「
出
門
」
の
主
体
は
、
密
生
し
た
竹

林
を
物
と
も
せ
ず
流
れ
る
門
内
の
「
流
水
」
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
「
門
」
は
、
横

木
を
渡
し
た
だ
け
の
粗
末
な
「
衡
門
」
で
あ
り
、
詫
び
住
ま
い
の
単
な
る
目
印
に
過

ぎ
な
い
。
区
画
も
無
い
山
居
内
に
は
野
性
の
竹
が
鬱
蒼
と
茂
り
、
そ
の
中
を
融
通
無

碍
に
流
れ
る
「
水
」
で
あ
る
。
旱
が
続
け
ば
消
え
て
無
く
な
る
い
さ
ら
川
で
あ
る

が
、
雨
後
の
今
は
、
門
外
に
も
流
れ
て
ゆ
く
。
ま
さ
に
「
空く
う

」、
す
な
わ
ち
無
心
の

ま
ま
に
。「
空
」
な
る
が
ゆ
え
に
、
如
何
な
る
障
害
が
立
ち
は
だ
か
ろ
う
と
、
難
な

く
通
り
抜
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。
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下
篇

一
三

　

第
一
節
で
、「
衡
門
」（
其
五
）
が
、
其
四
「
春
川
無
遠
近
」
の
典
故
で
あ
る
真
山

民
「
新
春
」
中
の
詩
語
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
そ
れ
と
同
じ
く
間
接
的
重
層

的
典
故
使
用
で
あ
る
。
こ
の
用
法
に
よ
っ
て
、「
流
水
」
が
単
な
る
小
川
で
は
な
く
、

典
故
と
重
ね
合
わ
せ
て
響
き
合
い
、
禅
的
意
味
を
賦
与
さ
れ
た
水
と
し
て
ポ
リ
フ
ォ

ニ
ー
（
多
声
音
楽
）
が
奏
で
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
「
空
」
が
意
味
を
持

つ
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
観
想
は
、
実
は
、
今
期
の
病
臥
中
に
生

ま
れ
て
い
る
。
82
詩
（
十
月
一
日
、
五
絶
）
で
あ
る
。

　
　

日
似
三
春
永　
　

日
は
三
春
に
似
て
永
く

　
　

心
隨
野
水
空　
　

心
は
野
水
に
随
っ
て
空
し

　
　

牀
頭
花
一
片　
　

牀
頭　

花
一
片

　
　

閑
落
小
眠
中　
　

閑
に
落
つ　

小
眠
の
中

　

枕
元
に
飾
ら
れ
た
花
一
輪
、
ま
ど
ろ
み
か
ら
覚
め
る
と
、
人
知
れ
ず
散
っ
て
い

た
。
こ
の
詩
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
『
思
ひ
出
す
事
な
ど
』
三
十
に
よ
れ
ば
、
漱
石
を

慰
め
る
た
め
に
、
裏
山
の
草
花
が
病
床
に
飾
ら
れ
た
と
い
う
。「
漸
く
秋
草
の
淋
し

さ
を
物
憂
く
思
ひ
出
し
た
時
、
始
め
て
蜀し
ょ
っ

紅こ
う

葵あ
お
い

と
か
云
ふ
燃
え
る
様
な
赤
い
花
瓣

を
見
た
」「
蜀
紅
葵
の
花
瓣
は
燃
え
な
が
ら
、
翌
日
散
っ
て
仕
舞
っ
た
」
と
あ
る
の

で
、
こ
の
花
は
、
芙
蓉
の
仲
間
の
モ
ミ
ジ
ア
オ
イ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
大
ぶ
り

の
緋
紅
色
の
五
弁
の
花
で
あ
る
が
、
一
日
花
で
、
儚
く
散
っ
て
し
ま
う
。
想
像
に
拠

る
88
詩
の
野
菊
（「
黄
花
粲
照
顔
」）
と
は
反
対
に
、
病
床
に
横
臥
せ
ざ
る
を
得
な
い

漱
石
の
現
実
が
、
静
か
に
、
だ
が
鮮
や
か
に
詠
出
さ
れ
て
い
る
。「
静
中
の
動
」「
無

音
の
音
」
と
い
う
べ
き
一
瞬
が
「
落
」
と
い
う
入
声
に
凝
縮
さ
れ
、
自
然
の
営
為
へ

の
鋭
い
感
受
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
前
半
は
、
対
句
に
よ
る
抒
情
表
現
で
あ
る
。
一
読
し
て
先
の
96
詩
転
結
句

（「
虛
堂
迎
晝
永
、
流
水
出
門
空
」）
と
の
類
似
が
明
ら
か
で
、
こ
れ
も
時
空
対
の
一

種
で
あ
る
。
無
為
の
ま
ま
過
ご
す
病
床
の
秋
の
日
の
「
永
さ
」
が
、「
春
日
遅
遅
た

り
」
と
同
様
で
、
実
感
と
し
て
伝
わ
っ
て
く
る
。
96
詩
と
同
じ
く
時
間
の
無
限
の

「
永
さ
」
を
詠
う
が
、
よ
り
リ
ア
リ
テ
ィ
に
富
む
。
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
時
間
は
、

「
小
春
日
和
」
と
同
様
、
秋
な
の
に
春
を
印
象
付
け
る
。
承
句
は
、
そ
れ
を
感
じ
て

い
る
「
心
」
が
導
き
出
さ
れ
る
。「
日
」
と
「
心
」
が
、
対
語
と
し
て
成
立
す
る
の

か
心
許
な
い
が
、
二
語
の
関
わ
り
は
、
容
易
に
解
し
得
る
。
そ
の
「
心
」
の
「
空
」、

す
な
わ
ち
無
我
無
心
を
、
野
原
を
流
れ
る
川
（「
野
水
」）
に
よ
っ
て
表
現
し
て
い

る
。
こ
の
水
の
響
き
も
、「
無
音
の
音
」
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、「
野
」
に

よ
っ
て
、
空
間
が
可
視
化
さ
れ
、
具
体
的
に
拡
大
す
る
。
あ
た
か
も
眼
前
に
、
う
ら

ら
か
な
春
景
色
の
中
、
川
が
流
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
幻
視
幻
聴
さ
せ
る
。
さ
ら
に

言
え
ば
、
そ
れ
が
「
小
眠
中
」
の
儚
い
夢
で
あ
っ
た
こ
と
を
否
定
す
る
根
拠
は
何
も

な
い
。「
野
水
」
は
ま
ど
ろ
み
の
中
の
春
の
夢
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
野
水
」
は
、
次
の
南
画
時
代
の
二
首
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
旧
稿
第
三
章
第
四

節
「
詩
と
画
」
に
お
い
て
論
じ
た
。
横
山
大
観
か
ら
贈
ら
れ
た
画
へ
の
お
礼
の
詩
108

詩
「
酬
横
山
画
伯
惠
画
」（
五
律
、
明
治
四
五
・
七
）
の
「
野
水　

君
（
大
観
）
が
巷

を
辞
し
、
閑
雲　

我
が
堂
に
入
る
」（
頸
聯
）
で
あ
る
。「
野
水
」「
閑
雲
」
は
、
大

観
の
画
中
の
景
物
で
あ
ろ
う
が
、
擬
人
化
し
て
、
恰
も
自
ら
の
意
志
で
漱
石
の
家
を

訪
れ
た
か
の
如
く
に
詠
む
。
も
う
一
首
、
122
詩
「
閑
居
偶
成
、
似
臨
風
詞
兄（

（2
（

」（
五

絶
、
大
正
三
年
）
も
同
様
の
発
想
で
あ
る
。

　
　

野
水
辭
花
塢　
　

野
水　

花
塢
を
辞
し

　
　

春
風
入
草
堂　
　

春
風　

草
堂
に
入
る

　
　

徂
徠
何
澹
淡　
　

徂
徠　

何
ぞ
澹
淡
た
る
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無
我
是
仙
鄕　
　

無
我　

是
れ
仙
鄕

　

詩
題
の
「
閑
居
」
は
、『
禮
記
』
や
『
荀
子
』
に
見
ら
れ
る
古
い
言
葉
だ
が
、
詩

語
と
し
て
は
魏
晉
の
頃
か
ら
用
い
ら
れ
、
六
朝
時
代
、
最
多
の
用
例
は
、
陶
淵
明
で

あ
る（

（2
（

。
世
俗
を
避
け
て
、
心
静
か
に
暮
ら
す
隠
遁
の
生
き
方
を
意
味
す
る
。
当
該
作

も
隠
遁
憧
憬
を
表
わ
し
、
漱
石
は
こ
の
作
で
も
「
草
堂
」
に
住
む
隠
者
に
成
り
切
っ

て
い
る
。

　

起
句
は
、
108
詩
と
同
様
、「
野
水
」
を
擬
人
化
し
て
、「
花
咲
く
土
手
に
い
と
ま
ご

い
し
て
流
れ
去
る
」。「
春
風
」
と
と
も
に
、
去
入
の
流
動
性
を
、
転
句
の
「
徂
徠
」

（
往
来
）
と
関
わ
ら
せ
、
詠
嘆
表
現
に
よ
っ
て
「
澹
淡
」
た
る
風
趣
を
強
調
す
る
。

「
澹
淡
」
は
、
一
海
注
は
「
静
か
で
淡
泊
な
さ
ま
」
と
し
て
、
典
故
は
示
さ
な
い
。

結
句
の
「
無
我
」
に
そ
の
ま
ま
通
じ
て
い
く
解
釈
で
、
諸
訳
も
皆
そ
れ
に
従
う
。
だ

が
、
こ
の
語
は
漢
代
の
辞
賦
に
多
く
用
い
ら
れ（

（2
（

、
原
義
は
一
海
注
と
は
異
な
っ
て
い

る
。
例
え
ば
「
湍た
ん

流り
ゅ
う

遡そ

波は

、
又
澹
淡
と
し
て
之
く
」（
漢
・
枚
乗
「
七
発
」）、「
波

に
隨
ひ
て
澹
淡
た
り
」（
西
晋
・
潘
岳
「
西
征
賦
」）
な
ど
で
あ
る
。
三
水
偏
か
ら
も

わ
か
る
よ
う
に
、
用
例
は
、
い
ず
れ
も
水
が
揺
れ
動
い
て
波
紋
が
広
が
り
ゆ
く
様

態
、
あ
る
い
は
水
や
波
の
上
で
漂
う
様
を
表
わ
す
。
す
な
わ
ち
「
澹
淡
」
た
る
境
位

は
「
野
水
」
の
様
相
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
春
風
」
の
そ
よ
ぎ
に
ひ
た
ひ
た
と
波
紋
を

広
げ
て
「
草
堂
」
に
進
入
し
、
魔
法
の
よ
う
に
「
草
堂
」
を
「
仙
境
」
へ
、
す
な
わ

ち
現
実
を
超
越
し
た
時
空
へ
と
変
容
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
元
来
、
漱
石
の
虚
構
で
あ

る
「
草
堂
」
か
ら
、
さ
ら
に
名
実
と
も
に
虚
構
で
あ
る
「
仙
境
」
へ
の
変
容
。
現
実

と
の
隔
絶
の
飽
く
な
き
追
求
で
あ
る
。
そ
こ
は
、「
無
我
」
の
世
界
と
い
う
。
82
詩

の
「
心
隨
野
水
空
」
の
空
な
る
「
心
」
が
「
野
水
」
に
導
か
れ
て
辿
り
着
い
た
先

が
、
こ
の
世
界
だ
っ
た
の
で
あ
る
。「
何
事
も
な
い
、
ま
た
何
物
も
な
い
こ
の
大
空
」

「
余
の
心
に
も
何
事
も
な
か
っ
た
、
ま
た
何
物
も
な
か
っ
た
」、
あ
の
『
維
摩
經
』
に

因
む
「
黙
然
」
た
る
無
我
無
心
の
世
界
で
あ
る
。

　

漱
石
は
、
前
述
の
如
く
「
野
」
字
を
好
み
、「
野
靄
」「
野
花
」「
野
鶴
」「
野
菊
」

な
ど
十
種
も
の
熟
語（

（2
（

を
見
出
せ
る
。
そ
の
中
で
、
最
多
が
「
野
水
」（
四
例
）
で
あ

り
、
彼
の
水
へ
の
関
心
の
深
さ
が
明
ら
か
で
あ
る
。
漱
石
の
水
は
、
無
我
無
心
ゆ
え

の
融
通
無
碍
な
流
動
性
に
よ
っ
て
、
詩
人
を
願
望
や
理
想
の
世
界
へ
と
、
い
ざ
な
い

導
い
て
ゆ
く
。

　

漱
石
の
「
水
」
の
寓
意
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
92
詩
（
十
月
二
十
四
日
、
七

絶
）
に
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　

桃
花
馬
上
少
年
時　
　

桃
花
馬
上　

少
年
の
時

　
　

笑
拠
銀
鞍
拂
柳
枝　
　

笑
ひ
て
銀
鞍
に
拠
り
て　

柳
枝
を
払
ふ

　
　

綠
水
至
今
迢
逓
去　
　

‌�

緑
水
今
に
至
る
も　

迢ち
ょ
う
て
い逓
（
遥
か
彼
方
に
）
と
し
て

去
り

　
　

月
明
來
照
鬢
如
絲　
　

月
明　

来
り
て
照
ら
す　

鬢　

糸
の
如
き
を

　
「
少
年
時
」
は
、
人
生
の
春
に
相
当
し
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
「
桃
花
」
か
ら
始

ま
り
「
柳
枝
」
に
収
め
る
。「
柳
枝
」
は
、
水
辺
の
畔
の
イ
マ
ー
ジ
ュ
か
ら
「
綠
水
」

を
導
き
出
す
。「
綠
」
は
、「
柳
」
と
呼
応
し
、
色
彩
的
に
補
色
の
「
桃
」
を
も
意
識

さ
せ
て
、
や
は
り
「
少
年
時
」
を
意
味
し
、
結
句
の
「
鬢
」
の
白
さ
と
対
比
さ
せ
て

い
る
。「
月
明
」
は
銀
色
の
光
を
輝
か
せ
て
承
句
の
「
銀
鞍
」
と
関
わ
ら
せ
な
が
ら
、

夜
と
い
う
時
間
帯
は
、
晩
年
を
意
識
さ
せ
よ
う
。
す
で
に
何
度
か
指
摘
し
た
よ
う

に
、
漢
詩
に
お
け
る
漱
石
の
色
彩
へ
の
こ
だ
わ
り
を
こ
こ
で
も
認
め
得
る
が
、
そ
れ

以
上
に
前
（
起
承
句
）
と
後
（
結
句
）、
絶
句
の
簡
潔
な
枠
組
み
を
用
い
て
、
今
昔
、

老
若
の
感
を
明
快
に
詠
出
す
る
。
そ
の
中
で
、
転
句
の
「
綠
水
」
は
、
果
て
し
な
く
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流
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
若
年
か
ら
老
年
へ
と
い
う
時
間
の
流
れ
の
表
象
と
な
り
、

前
と
後
を
自
然
に
繋
げ
る
。
孔
子
の
所
謂
〈
川
上
の
歎
〉、「
逝
く
者
は
斯
く
の
如
き

か
な
、
昼
夜
を
舎
か
ず
」（『
論
語
』
子
罕
）
を
淵
源
と
す
る
漢
詩
に
お
け
る
伝
統
的

機
能
の
発
現
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
空
間
の
時
間
化
で
あ
る
が
、
先
の
「
渡
盡
東
西

水
」
と
同
様
、
人
生
の
比
喩
や
感
慨
に
も
繋
が
っ
て
い
く
。
そ
の
流
れ
は
鮮
や
か
な

色
彩
と
の
結
合
に
よ
っ
て
、
視
覚
と
の
共
感
覚
的
効
果
を
響
か
せ
て
、
ポ
リ
フ
ォ

ニ
ー
を
奏
で
る
の
で
あ
る
。

　

斯
く
の
如
く
、
漱
石
は
水
に
深
い
関
心
を
も
ち
、
単
な
る
景
物
の
み
な
ら
ず
、
そ

の
流
動
性
を
用
い
て
、
比
喩
、
象
徴
、
寓
意
な
ど
多
様
な
意
匠
を
凝
ら
す
。

　

今
期
の
詩
の
中
で
、
漱
石
の
肉
声
が
迸
っ
た
と
思
え
る
の
が
、
前
掲
85
詩
（
十
月

四
日
、
七
律
）
の
初
句
で
あ
る
。
こ
の
作
に
は
、
水
と
夢
の
双
方
が
詠
わ
れ
る
。

　
　

①　

萬
事
休
時
一
息
回　
　

万
事
休
せ
し
時　

一
息　

回か
え

る

　
　

②　

余
生
豈
忍
比
殘
灰　
　

余
生　

豈
に
忍
び
ん
や　

残
灰
に
比
す
る
に

　
　

③　

風
過
古
澗
秋
聲
起　
　

風
は
古
澗
を
過
ぎ
て　

秋
声
起
こ
り

　
　

④　

日
落
幽
篁
暝
色
來　
　

日
は
幽
篁
に
落
ち
て　

暝
色
来
る

　
　

⑤　

漫
衜
山
中
三
月
滯　
　

漫
り
に
道
ふ　

山
中
三
月
滞
る
と

　
　

⑥　

詎
知
門
外
一
天
開　
　

詎
ん
ぞ
知
ら
ん　

門
外
一
天
開
く
を

　
　

⑦　

歸
期
勿
後
黃
花
節　
　

帰
期　

後
る
る
勿
か
れ　

黄
花
の
節

　
　

⑧　

恐
有
羇
魂
夢
舊
苔　
　

恐
ら
く
は
羇
魂
の
旧
苔
を
夢
む
る
有
ら
ん

　

①
「
一
息
」
と
い
う
入
声
の
強
い
響
き
が
、
恰
も
「
ヒ
ュ
ッ
」
と
い
う
音
が
聞
こ

え
そ
う
な
臨
場
感
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
蘇
生
の
喜
び
が
「
余
生
」
と
い
う
未
来
の

時
間
に
託
し
て
、
反
語
表
現
で
強
調
さ
れ
る
。
続
く
頷
聯
③
④
の
自
然
描
写
に
谷
川

（「
古
澗
」）
が
流
れ
て
い
る
。
旧
稿
第
二
章
第
二
節
「
時
代
区
分
と
概
略
」
に
お
い

て
、
当
該
詩
の
典
故
や
技
巧
に
つ
い
て
詳
述
し
た
の
で
贅
言
は
省
き
、「
水
」
に
焦

点
を
絞
る
。
第
三
句
は
、
聴
覚
に
よ
る
秋
の
季
節
感
を
詠
う
が
、「
古
澗
」
は
、
対

語
の
「
幽
篁
」
が
奥
行
き
の
あ
る
空
間
を
表
わ
す
の
に
対
し
て
、「
古
」
と
い
う
時

間
の
堆
積
を
表
わ
す
形
容
を
冠
す
。
時
空
の
対
比
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、

「
昔
か
ら
あ
る
谷
川
」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
が
、
聊
か
違
和
感
の
あ
る
形
容
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
用
例
も
少
な
く
、
唐
代
で
は
、
管
見
の
限
り
唯
一
、
白
居
易
詩
の

「
千
年
古
澗
の
石
、
八
月
秋
堂
の
琴（

（2
（

」
の
み
で
あ
る
。
漱
石
は
な
ぜ
「
古
」
と
い
う

形
容
を
用
い
た
の
か
。
漢
語
の
「
古
」
の
字
は
、「
万
古
」
が
永
遠
を
意
味
す
る
よ

う
に
、「
過
去
の
み
を
意
味
し
な
い
。
未
来
へ
わ
た
っ
て
の
時
間
も
〈
古
〉
で
い
わ

れ
る
」（
吉
川
『
漱
石
詩
注
』、
五
二
頁（

（2
（

）。
す
な
わ
ち
「
古
澗
」
の
流
れ
は
未
来
に

も
持
続
す
る
長
い
ス
パ
ン
を
意
味
す
る
。
さ
す
れ
ば
こ
こ
に
相
対
立
す
る
②
「
余

生
」
と
い
う
短
い
残
り
時
間
へ
の
意
識
を
勘
案
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、
奇

跡
的
時
間
と
い
う
詠
嘆
が
籠
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
想
い
は
、
白
詩
の
「
千
年
の

石
」
を
踏
ま
え
な
く
て
も
、
悠
久
の
時
間
を
持
続
す
る
自
然
へ
と
向
か
う
。
長
い
長

い
時
間
の
堆
積
を
経
て
き
た
谷
川
が
、
風
と
と
も
に
、
今
も
「
秋
声
」
を
響
か
せ
て

お
り
、
そ
れ
は
未
来
永
劫
持
続
す
る
だ
ろ
う
。
ま
さ
に
「
天
籟
」
と
い
う
べ
き
自
然

の
生
命
へ
の
賛
美
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
自
然
描
写
は
、
彼
の
隠
遁
憧
憬
の

山
水
詩
と
は
別
に
、
死
か
ら
の
蘇
り
と
い
う
体
験
を
経
て
得
た
新
た
な
る
耳
目
に
因

る
自
然
表
現
と
解
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
病
臥
中
、
漱
石
は
、
現
実
に
は
聞
こ
え
な

い
せ
せ
ら
ぎ
の
音
に
耳
を
傾
け
、
眼
に
は
見
え
な
い
竹
林
の
夕
焼
け
か
ら
暮
色
へ
と

深
ま
る
様
を
、
現
実
以
上
に
鮮
や
か
に
感
受
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
水
」
は
、

「
緑
水
」
と
同
様
、
孔
子
の
「
逝
く
者
」
を
淵
源
と
す
る
時
間
の
表
象
で
あ
ろ
う
が
、

清
新
な
美
し
さ
に
溢
れ
て
い
る
。
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
「
古
い
」
時
間
の
流
れ
が
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風
籟
の
働
き
か
け
を
得
て
、「
秋
聲
」
と
い
う
和
声
的
旋
律
を
奏
で
、
生
き
生
き
と

し
た
清
流
の
調
べ
を
響
か
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
「
水
」
の
ポ
リ

フ
ォ
ニ
ー
の
一
種
と
い
え
よ
う
。

　

続
く
後
半
の
末
句
に
「
夢
」
が
詠
わ
れ
る
。
頸
聯
⑤
⑥
は
、
病
状
の
深
刻
さ
を
知

ら
な
け
れ
ば
、
山
の
中
に
三
月
も
滞
在
し
て
結
構
な
事
と
言
わ
れ
る
だ
ろ
う
が
、
死

に
直
面
し
、
そ
の
後
ま
さ
か
門
外
に
新
し
い
世
界
が
開
け
て
い
よ
う
と
は
思
い
も
寄

ら
な
か
っ
た
と
、
反
語
を
用
い
て
強
調
す
る
。
予
想
外
の
喜
び
が
弾
む
よ
う
に
伝

わ
っ
て
く
る
が
、
②
に
も
反
語
を
用
い
て
お
り
、
律
詩
中
の
二
カ
所
の
反
語
は
、
相

殺
し
て
か
え
っ
て
逆
効
果
で
あ
る
。
ま
た
⑥
「
一
天
」
の
「
一
」
は
①
「
一
息
」
に

も
あ
り
、
近
体
詩
に
お
い
て
は
忌
避
す
べ
き
重
複
と
い
え
る
。
だ
が
、
仔
細
に
見
れ

ば
、
同
じ
く
五
字
目
に
措
い
て
、
同
じ
く
押
韻
の
上
平
灰
韻
の
動
詞
「
回
」「
開
」

と
組
み
合
わ
せ
て
い
る
。
い
わ
ば
確
信
犯
で
あ
る
。
そ
の
動
詞
は
、
相
互
に
逆
方
向

を
表
わ
し
、「
息
」「
天
」
に
は
、
大
小
の
対
比
を
読
み
取
れ
る
。
ま
た
頸
聯
は
、
中

と
外
と
の
方
向
対
、
数
対
、
時
空
対
と
、
高
度
に
緊
密
な
対
偶
性
が
試
み
ら
れ
て
い

る
。
か
よ
う
に
技
巧
的
巧
拙
が
渾
然
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
が
す
べ
て
「
一
天

開
」
と
い
う
希
望
の
光
の
開
示
へ
と
収
斂
す
る
。
詩
人
の
予
期
せ
ぬ
驚
喜
が
眩
し
い

ほ
ど
に
輝
く
。
新
た
な
る
「
天
」
の
発
見
は
、
今
期
の
特
質
と
し
て
留
意
し
、
次
節

で
闡
明
す
る
。
こ
の
「
天
」
へ
開
か
れ
た
視
線
は
、
さ
ら
に
現
実
の
次
元
を
超
え
て

尾
聯
⑦
⑧
に
繋
が
っ
て
行
く
。

　

折
角
、
手
に
し
た
奇
跡
的
「
余
生
」
を
、
燃
え
か
す
の
灰
（
②
「
残
灰
」）
の
よ

う
に
は
し
た
く
な
い
と
い
う
強
い
思
い
が
、
菊
の
節
句
（
九
月
九
日
、
重
陽
）
ま
で

に
は
、
東
京
に
帰
り
た
い
と
い
う
⑦
句
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
な
い

と
、
旅
の
身
空
を
さ
す
ら
う
我
が
魂
は
、
夢
の
中
で
苔
生む

し
た
我
が
家
に
帰
り
そ
う

だ
か
ら
と
結
ぶ
。

　

⑧
「
羇
魂
」
は
、
唐
代
か
ら
用
い
ら
れ
た
比
較
的
新
し
い
詩
語
で
あ
る
。
す
で
に

第
二
章
第
一
節
「〈
骨
〉
に
つ
い
て
」
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
李
賀
「
傷
心
行
」（
五

古
四
韻
）
の
末
句
⑧
に
見
え
る
。「
古
壁
に
凝
塵
生
じ
、
羇
魂　

夢
中
に
語
る
」
と
。

本
来
の
語
意
と
考
え
ら
れ
る
「
客
死
し
た
人
の
魂
魄
」
と
い
う
意
味
を
、
李
賀
は

「
衰
弱
し
た
生
者
の
魂
」
の
意
に
用
い
た
。
そ
の
発
想
の
淵
源
は
、『
楚
辭
』「
招
魂
」、

す
な
わ
ち
左
遷
さ
れ
て
死
の
淵
を
彷
徨
う
悲
劇
的
詩
人
屈
原
の
魂
で
あ
り
、
中
国
古

来
の
伝
統
的
魂
魄
観
に
基
づ
く
。
こ
こ
で
は
詳
述
し
得
な
い
が
、「
魂
魄
」
と
は
、

陰
陽
二
元
論
に
よ
っ
て
、
人
の
霊
魂
を
陽
魂
と
陰
魄
に
分
類
し
た
総
称
で
あ
る
。
死

後
、
魂
魄
は
肉
体
か
ら
離
脱
し
、
陽
魂
は
天
に
帰
し
て
「
神
」
と
称
さ
れ
、
陰
魄
は

地
に
帰
し
て
「
鬼
」
と
称
さ
れ
る
。「
招
魂
」
は
、
古
代
葬
礼
の
一
つ
（『
儀
禮
』
士

喪
禮
）
で
あ
り
、
遺
族
が
高
い
所
に
登
っ
て
、「
魂
よ
、
帰
り
来
た
れ
」
と
叫
ぶ

「
た
ま
よ
ば
い
」
で
あ
る
。
だ
が
「
招
魂
」
で
は
死
魂
で
は
な
く
、
衰
弱
し
た
傷
心

の
生
魂
（
屈
原
）
に
呼
び
か
け
て
い
る
。
鬱
病
と
も
看
做
し
得
る
屈
原
の
状
況
を
、

魂
が
肉
体
か
ら
離
脱
し
て
い
る
と
解
釈
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
魏
晉
の
神
滅
不

滅
論
争（

（2
（

（
死
後
の
霊
魂
の
有
無
）
が
起
る
と
、「
魂
」
は
霊
魂
（
精
神
）
を
意
味
し

て
、「
形
」（
肉
体
）
と
も
対
比
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
に
お
い
て
「
魂
」
は
、

肉
体
と
弁
別
す
べ
き
存
在
と
明
確
に
認
識
さ
れ
る
に
至
り
、「
夢
」
の
中
で
は
、
肉

体
か
ら
離
れ
て
一
層
、
自
由
に
時
空
を
超
え
る
機
能
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
。

　

小
説
類
書
で
あ
る
北
宋
・
李
昉
等
編
『
太
平
廣
記
』
巻
二
七
六
～
二
八
二
の
「
夢
」

に
は
、
多
様
な
話
が
収
録
さ
れ（

（3
（

、
そ
の
中
の
「
夢
遊
」
上
下
（
巻
二
八
一
～
二
）
に

は
、
夢
魂
遊
行
の
話
が
収
集
さ
れ
て
い
る
。
中
唐
元
和
年
間
を
代
表
す
る
二
人
の
詩

人
、
元
稹
と
白
居
易
の
有
名
な
「
二
人
同
夢
」
も
、「
元
稹
」（
巻
二
八
二
、
出
『
本



夏
目
漱
石
の
漢
詩　

下
篇

一
七

事
詩
』）
と
題
し
て
採
録
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
元
稹
（
七
七
九
～
八
三
一
）
が
若
い
こ
ろ
、

監
察
御
史
と
し
て
、
梓
潼
（
四
川
省
北
部
）
に
出
張
し
た
と
き
、
親
友
の
白
居
易

は
、
長
安
の
慈
恩
寺
で
花
見
を
し
て
、
元
に
寄
せ
る
詩
を
詠
ん
だ
。
元
も
そ
の
晩
、

白
の
花
見
を
夢
で
見
て
「
君
が
兄
弟
を
夢
む　

曲
江
の
頭ほ
と
り、
也ま

た
慈
恩
院
裏
に
向お

い

て
游
ぶ
を
」
と
い
う
詩
を
寄
せ
た
と
い
う
。
夢
に
よ
る
二
人
の
同
時
性
を
『
本
事

詩
』
は
、「
千
里　

魂
交
は
る
」
と
評
す
。
晩
年
の
ユ
ン
グ
が
「
同
時
発
生
論
」
と

呼
ん
だ
事
象
で
あ
る（

（3
（

。
日
常
の
中
で
も
、
あ
る
人
物
の
こ
と
を
ふ
と
思
い
出
す
と
、

当
人
が
姿
を
現
し
た
り
、
連
絡
が
あ
っ
た
り
す
る
。
非
日
常
の
経
験
と
し
て
は
、
遠

方
の
知
友
や
縁
者
が
訪
れ
る
夢
を
見
る
と
、
後
か
ら
そ
の
人
物
の
死
亡
時
刻
と
合
致

し
て
い
た
な
ど
の
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
か
よ
う
な
事
象
は
、「
菊
花
の
約
」（『
雨
月

物
語
』）
や
支
怪
小
説
に
も
数
多
、
記
さ
れ
て
い
る
。
現
実
に
は
空
間
的
距
離
の
あ

る
二
者
が
、
夢
の
時
空
超
越
性
に
よ
っ
て
面
晤
す
る
。
そ
れ
は
単
な
る
偶
然
で
は
な

く
、
多
く
の
場
合
、
二
者
の
密
接
な
精
神
的
関
係
や
情
念
に
因
る
と
さ
れ
る
。
元
白

の
場
合
も
、
二
人
の
深
い
友
情
が
相
互
に
感
応
し
て
夢
を
生
じ
さ
せ
た
と
解
さ
れ
よ

う
。『
本
事
詩
』
は
、
そ
れ
を
「
千
里
魂
交
」
と
称
し
た
の
で
あ
る
。

　

漱
石
の
漢
詩
30
「
別
後
、
憶
京
中
諸
友
」（
明
治
二
十
二
年
九
月
、「
木
屑
録
」
よ

り
其
十
三
、七
律
）
は
、
二
人
同
夢
で
は
な
い
が
、
元
白
の
「
千
里
魂
交
」
を
踏
ま

え
た
表
現
が
認
め
ら
れ
る
。

　
　

①　

魂
飛
千
里
墨
江
湄　
　

魂
は
飛
ぶ　

千
里　

墨
江
の
湄ほ
と
り

　
　

②　

湄
上
畫
樓
楊
柳
枝　
　

湄び
じ
ょ
う上
の
画
楼　

楊
柳
の
枝

　
　

③　

酒
帶
離
愁
醒
更
早　
　

酒
は
離
愁
を
帯
び
て　

醒
む
る
こ
と
更
に
早
く

　
　

④　

詩
含
別
恨
唱
殊
遲　
　

詩
は
別
恨
を
含
み
て　

唱
ふ
る
こ
と
殊
に
遅
し

　
　

⑤　

銀
釭
照
夢
見
蛾
聚　
　

銀
釭　

夢
を
照
ら
し
て　

蛾
の
聚
ま
る
を
見

　
　

⑥　

素
月
匿
秋
知
雨
隨　
　

素
月　

秋
に
匿
れ
て　

雨
の
随
ふ
を
知
る

　
　

⑦　

料
得
洛
陽
才
子
伴　
　

料
り
得
た
り　

洛
陽
才
子
の
伴

　
　

⑧　

錦
箋
應
写
斷
腸
詞　
　

錦
箋　

応
に
写
す
べ
し　

断
腸
詞

　
「
木
屑
録
」
は
、
前
述
（
第
一
節
、
注（
6
））
の
如
く
、
一
高
一
年
次
修
了
後
の

夏
休
み
、
房
総
半
島
を
旅
行
し
た
時
の
紀
行
漢
詩
文
集
（
詩
は
十
四
首
）
で
、
当

時
、
療
養
中
の
子
規
に
宛
て
た
作
で
あ
る（

（3
（

。
同
行
の
四
人
は
、
み
な
鯨
飲
馬
食
の
徒

で
「
風
流
韻
事
」
を
解
さ
な
い
輩
ば
か
り
と
孤
立
感
を
吐
露
し
て
（
第
九
段
落
）、

そ
の
反
動
か
、
子
規
へ
の
親
愛
の
情
は
深
ま
る
。
そ
れ
に
応
え
る
か
の
よ
う
に
、
旅

館
に
届
い
た
子
規
か
ら
の
手
紙
は
、
漱
石
を
「
郎
君
」（
旦
那
様
）、
自
分
を
「
妾
」

と
称
し
て
い
る
（
第
八
段
落
）。
漱
石
詩
22
は
返
信
と
し
て
、「
馬
齢　

今
日　

廿
三

歳
、
始
め
て
佳
人
に
我
が
郎
と
呼
ば
る
」（
其
五
、
転
結
句
）
と
詠
み
、
27
「
白
蘋

花
底　

鵑
娘
（
ホ
ト
ト
ギ
ス
嬢
、
す
な
わ
ち
子
規
）
を
夢
む
」（
其
十
、
結
句
）
も
、

そ
の
乗
り
の
作
で
あ
る
。
若
者
同
士
、
ふ
ざ
け
な
が
ら
も
二
人
の
親
密
な
関
係
を
物

語
る
。

　

右
の
作
30
は
、
第
十
五
段
落
掲
載
五
首
の
一
つ
で
あ
る
。
旅
は
終
盤
に
近
く
、
東

金
か
ら
銚
子
を
経
て
利
根
川
を
遡
り
、
三
ツ
堀
（
野
田
市
）
到
着
後
の
作
。
肝
胆
相

照
ら
す
友
の
不
在
を
嘆
き
、
都
の
友
へ
の
慕
情
を
詠
う
。
①
「
墨
江
」（
隅
田
川
）

は
、
子
規
の
下
宿
先
を
指
し
、
子
規
の
『
七
草
集
』
冒
頭
「
蘭
之
巻
」
に
も
「
余
は

則
ち
墨
堤
月
香
楼
に
寓
か
り
ず
ま
いす
」（「
墨
江
僑
居
記
」）
と
記
す
。
詩
題
に
「
諸
友
」
と
あ

る
が
、
子
規
が
中
心
な
の
は
明
白
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
初
句
は
、
千
里
の
距
離
を

も
の
と
も
せ
ず
、
子
規
の
元
に
飛
ん
で
い
き
た
い
思
い
を
表
す
。
第
二
句
は
、
子
規



一
八

文
学
部
紀
要
　
第
七
十
八
号

の
下
宿
先
（
隅
田
川
畔
向
島
長
命
寺
境
内
に
あ
っ
た
桜
餅
屋
）
を
美
化
し
て
、
水
辺

の
粋
な
酒
楼
の
よ
う
に
描
出
す
る
。「
楊
柳
枝
」
は
、
送
別
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
常

套
の
詩
語
で
あ
る
が
、「
畫
樓
」
が
男
女
の
別
れ
を
も
暗
示
す
る
の
は
、
22
・
27
詩

の
よ
う
に
子
規
と
の
関
係
を
男
女
間
に
喩
え
て
い
る
こ
と
に
基
づ
く
の
で
あ
ろ
う
。

体
言
の
み
の
造
句
で
余
韻
を
醸
し
出
す
景
観
は
、
千
里
を
超
え
て
飛
び
到
っ
た
「
魂
」

が
目
撃
し
た
も
の
と
解
せ
よ
う
。「
湄
」
を
反
復
す
る
蟬
聯
体
を
用
い
て
二
句
を
繋

ぎ
、「
魂
」
の
流
動
感
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、「
墨
江
」
を
強
調
す
る
。
船
旅
を
続

け
て
い
る
彼
の
「
魂
」
は
、
ま
る
で
川
の
流
れ
に
導
か
れ
る
よ
う
に
し
て
遊
行
す
る

の
で
あ
る
。
水
と
魂
の
親
和
性
に
、
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
だ
が
こ
の
「
魂
」

は
、
果
た
し
て
「
夢
」
か
否
か
定
か
で
な
い
。
そ
の
点
を
問
題
意
識
と
し
て
読
ん
で

ゆ
く
。

　

一
方
、
頷
聯
③
④
は
、
旅
愁
に
沈
み
、
同
行
者
と
共
感
し
得
な
い
孤
独
感
を
酒
で

紛
ら
わ
す
漱
石
の
現
況
で
あ
る
。
詩
作
に
よ
っ
て
別
離
の
悲
哀
を
表
現
す
れ
ば
、
吟

詠
し
て
も
心
は
ま
す
ま
す
重
く
沈
み
ゆ
く
。
た
だ
尾
聯
の
「
才
子
」
も
詩
作
し
て
い

る
の
で
、
頷
聯
の
情
景
は
、
漱
石
の
み
な
ら
ず
、
②
に
引
き
続
き
「
魂
」
が
見
た
都

の
画
楼
で
の
友
の
姿
か
も
し
れ
な
い
。
さ
す
れ
ば
「
詩
詞
」
に
込
め
ら
れ
た
情
念
が

千
里
と
い
う
距
離
を
超
え
て
、
漱
石
と
友
を
結
び
付
け
、
同
時
性
を
実
現
す
る
こ
と

に
な
り
、「
千
里
魂
交
」
の
蓋
然
性
が
高
い
。
も
っ
と
も
こ
の
「
魂
」
も
「
夢
」
で

は
な
く
、
詩
人
の
情
念
の
塊
と
も
解
せ
よ
う
。

　

頸
聯
⑤
⑥
の
対
句
は
、
室
内
と
室
外
、
あ
る
い
は
天
と
地
、
ま
た
光
と
闇
の
枠
組

み
が
看
取
さ
れ
、
そ
れ
が
対
語
（「
夢
」
と
「
秋
」、「
蛾
」
と
「
雨
」）
の
ぎ
ご
ち
な

い
対
偶
性
を
辛
う
じ
て
支
え
て
い
る
。
一
海
注
が
、
頸
聯
に
つ
い
て
、「
七
言
の
リ

ズ
ム
に
は
合
わ
ぬ
が
」
と
述
べ
、
別
訓
と
し
て
「
銀
釭
照
ら
し
て
夢
に
蛾
の
聚
ま
る

を
見
、
素
月
匿
れ
て
秋
に
雨
の
随
ふ
を
知
る
」
と
提
案
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
恐
ら

く
対
句
の
不
安
定
感
と
内
容
の
不
可
解
さ
ゆ
え
と
考
え
ら
れ
よ
う
。「
七
言
の
リ
ズ

ム
」
と
は
、
通
常
、
上
四
語
と
下
三
語
に
分
か
れ
る
こ
と
を
指
す
が
、
そ
れ
を
あ
え

て
崩
し
て
の
別
訓
の
意
図
は
、「
蛾
の
聚
ま
る
」
光
景
を
夢
の
中
と
明
示
す
る
こ
と

で
あ
る
。
さ
り
な
が
ら
原
訓
で
も
、
そ
の
意
に
解
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
論
者

は
そ
れ
を
是
と
す
る
。
す
な
わ
ち
銀
製
の
油
皿
の
灯
が
照
ら
し
出
し
た
「
夢
」
と

は
、「
蛾
聚
」
の
夢
だ
っ
た
。「
銀
釭
」
は
、
学
生
旅
行
の
安
宿
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な

い
美
称
で
あ
る
。
宮
怨
詩
、
閨
怨
詩
に
用
い
ら
れ
る（

（3
（

こ
と
か
ら
、
安
宿
よ
り
も
「
畫

樓
」
に
ふ
さ
わ
し
く
、
や
は
り
男
女
間
の
恋
情
に
擬
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
す
れ
ば

「
蛾
」
は
、「
蛾
眉
」（
美
人
）
に
も
解
さ
れ
、
子
規
な
ど
都
の
「
諸
友
」
の
比
喩
と

看
做
せ
よ
う
。
詩
人
は
そ
れ
を
「
見
」
て
い
る
が
、「
夢
」
が
作
品
の
中
で
「
夢
」

で
あ
る
た
め
に
は
、
夢
を
見
る
主
体
は
分
裂
せ
ざ
る
を
得
な
い（

（3
（

。
当
該
例
で
は
「
夢
」

の
外
に
い
る
詩
人
と
中
の
「
魂
」
の
二
者
に
。
か
よ
う
に
⑤
「
夢
」
が
詠
わ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
冒
頭
の
「
魂
」
は
、「
夢
魂
」
と
断
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結

果
、
第
二
句
の
光
景
は
、「
夢
魂
」
が
「
見
」
た
も
の
で
あ
り
、
頷
聯
③
④
の
三
ツ

堀
と
都
の
二
重
性
、
同
時
性
は
、「
夢
魂
」
ゆ
え
に
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

　

漱
石
詩
に
お
い
て
、「
魂
」
は
五
例
用
い
ら
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
「
夢
魂
」
だ

け
で
は
な
い（

（3
（

。
だ
が
右
の
30
、
85
（「
羇
魂
」）
を
含
め
た
四
例
と
も
に
「
夢
魂
」
あ

る
い
は
「
夢
」
と
関
わ
っ
て
い
る
。
3
「
題
畫
」
で
は
、「
春
去
り
夏
来
た
り
て
好

興
無
き
も
、
夢
魂
回
る
処　

気
冷
冷
た
り
」（
二
十
歳
以
前
の
作
、『
時
運
』
掲
載
、

七
律
尾
聯
）
と
「
夢
魂
」
を
用
い
、
没
年
の
174
（
大
正
五
年
九
月
二
十
四
日
、
七

律
）
で
は
、
詩
作
と
の
関
わ
り
を
詠
っ
て
興
味
深
い
。

　
　

①　

擬
將
蝶
夢
誘
吟
魂　
　

蝶
夢
を
将
っ
て　

吟
魂
を
誘
は
ん
と
擬
し
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一
九

　
　

②　

且
隔
人
生
在
畫
村　
　

且
く
人
生
を
隔
て
て
画
村
に
在
り

　
　

③　

花
影
半
簾
來
着
靜　
　

花
影　

簾
に
半
ば
し
て　

来
た
り
て
静
に
着
き

　
　

④　

風
蹤
滿
地
去
無
痕　
　

風
蹤　

地
に
満
つ
る
も　

去
っ
て
痕
無
し

　
　

⑤　

小
樓
烹
茗
輕
烟
熟　
　

小
楼　

茗
を
烹
て　

軽
烟
熟
し

　
　

⑥　

午
院
曝
書
黃
雀
喧　
　

午
院　

書
を
曝
し
て　

黃
雀
喧
し

　
　

⑦　

一
榻
清
機
閑
日
月　
　

一
榻
の
清
機　

閑
日
月

　
　

⑧　

詩
成
黙
黙
對
晴
暄　
　

詩
成
り
て　

黙
黙
と
し
て　

晴
暄
に
対
す

　
『
荘
子
』
の
「
胡
蝶
の
夢
」
を
用
い
て
、「
吟
魂
」
を
誘
い
出
し
、
し
ば
し
俗
世
を

離
れ
て
「
畫
村
」
に
遊
ぼ
う
と
す
る
。「
畫
村
」
と
は
、
一
海
注
も
記
す
よ
う
に
、

「
画
中
の
村
」
で
あ
ろ
う
が
、
漢
詩
語
の
用
例
は
見
え
ず
、
漱
石
の
造
語
か
も
し
れ

な
い
。
頷
聯
③
④
以
下
、「
清
風
滿
地
」（『
禪
林
類
聚
』
な
ど
）、「
清
機
」（『
槐
安

國
語
』
巻
一
）
な
ど
禅
的
要
素
を
含
み
な
が
ら
、「
畫
村
」
の
幽
居
で
の
午
後
の
ひ

と
と
き
を
描
出
す
る
。
頷
聯
は
、
詩
人
は
ま
だ
客
観
的
な
立
場
で
「
画
」
を
見
な
が

ら
、
自
然
を
擬
人
化
し
て
い
る
が
、
頸
聯
⑤
⑥
は
、
自
ら
行
動
し
て
、
画
中
の
人
と

成
り
切
っ
て
い
る
。
前
述
の
如
く
、
明
暗
期
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
隠
遁
者
と
化
し

て
い
る
。
尾
聯
は
、
い
み
じ
く
も
「
黙
黙
」
が
明
示
す
る
よ
う
に
、『
維
摩
經
』
の

「
黙
然
」
た
る
心
境
（
中
篇
第
三
章
第
二
節
参
照
、
十
～
十
一
頁
）、
す
な
わ
ち
言
葉

で
は
表
現
し
得
な
い
ほ
ど
の
悟
達
の
心
境
で
、
暖
か
い
日
差
し
を
楽
し
む
。「
一
榻
」

（
長
椅
子
、
寝
台
）
も
維
摩
詰
に
因
み
、
文
殊
師
利
の
病
気
見
舞
い
を
待
つ
部
屋
に
、

唯
一
置
か
れ
た
家
具
で
あ
る
（『
碧
巌
録
』
第
八
十
四
則
「
維
摩
不
二
法
門
」）。
同

時
に
、
こ
こ
で
は
漱
石
の
習
慣
を
類
推
さ
せ
る
午
睡
の
長
椅
子
と
も
解
し
得
る
。
一

か
月
前
の
140
詩
（
大
正
五
年
八
月
二
十
日
、
七
律
）
に
、
寝
椅
子
を
庭
先
に
持
ち
出

し
て
、
昼
寝
を
楽
し
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。「
清
風　

地
に
満
つ　

芭
蕉
の
影
、

午
眠
を
揺
曳
し
て　

葉
葉
軽
し
」（
尾
聯
）
と
。
140
第
四
句
で
は
、「
胡
蝶
夢
中　

此

の
生
を
寄
す
」
と
詠
い
、
当
該
作
と
の
関
わ
り
を
見
出
せ
る
。「
胡
蝶
夢
」
が
、「
午

眠
」
の
伏
線
と
も
な
っ
て
い
る
。
さ
す
れ
ば
当
該
詩
も
「
蝶
夢
」
は
、
無
論
、『
荘

子
』
の
価
値
観
を
含
み
な
が
ら
も
、
午
睡
の
夢
を
も
意
味
す
る
。
そ
の
結
果
、「
吟

魂
」
と
い
う
詩
人
の
魂
は
、
夢
の
中
で
自
由
に
羽
ば
た
き
、『
明
暗
』
執
筆
で
の
人

間
模
様
に
疲
れ
果
て
た
現
実
を
脱
し
て
憧
憬
世
界
へ
と
遊
ぶ
の
で
あ
る
。
⑧
「
詩

成
」
に
込
め
ら
れ
た
例
え
よ
う
の
な
い
満
足
感
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
頸
聯
の
隠
遁
者

へ
の
成
り
切
り
も
、「
吟
魂
」
が
い
ざ
な
っ
た
「
夢
中
」
な
ら
で
は
の
変
身
と
い
え

よ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
漱
石
の
夢
の
多
く
は
、「
魂
」
と
結
び
つ
い
て
成
立
す
る
。
今

期
、
病
臥
中
に
も
関
わ
ら
ず
、
自
然
の
移
ろ
い
や
景
物
を
鮮
や
か
に
感
受
す
る
の

は
、
彼
の
豊
か
な
想
像
力
に
拠
る
と
述
べ
た
が
、
加
え
て
詩
作
の
際
、
彼
は
自
由
に

遊
行
し
得
る
夢
魂
を
措
定
し
て
（
詩
語
と
し
て
必
ず
し
も
用
い
ず
と
も
）、
思
う
が

儘
の
自
然
や
理
想
的
境
涯
を
描
出
し
得
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
魂
」
は
、
自

己
の
意
識
を
有
し
な
が
ら
時
空
を
自
由
に
超
越
で
き
る
特
性
ゆ
え
に
、「
夢
」
の
解

明
に
恰
好
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
言
を
俟
た
な
い
。
前
掲
（
第
一
節
）、
劉
文
英
『
夢

的
迷
信
与
夢
的
探
索
』
も
、
古
代
の
占
夢
の
起
源
は
、
夢
魂
観
念
に
あ
る
と
す
る

（
一
「
占
夢
的
起
源
和
発
展
」
十
頁
）。
劉
氏
は
、
古
代
、
夢
と
は
何
か
を
考
察
す
る

中
で
、
霊
魂
と
い
う
概
念
が
形
成
さ
れ
、
ま
た
逆
に
霊
魂
概
念
を
用
い
て
夢
を
解
釈

し
、
夢
と
魂
は
、
離
れ
が
た
く
捉
え
ら
れ
て
い
た
（
十
一
頁
）
と
説
く
。
漱
石
の

「
魂
」
も
、
源
を
辿
れ
ば
、
中
国
の
伝
統
的
夢
概
念
に
則
っ
た
表
現
と
い
え
よ
う
。

　

30
詩
冒
頭
の
「
魂
」
も
、「
夢
魂
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
自
由
奔
放
な
空
間
移
動
が

可
能
に
な
り
、「
千
里
」
の
遠
隔
地
を
も
の
と
も
せ
ず
遊
行
す
る
。
そ
の
飛
翔
を
い
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ざ
な
う
よ
う
に
、「
墨
江
」
と
そ
し
て
現
実
に
は
利
根
川
が
流
れ
て
い
る
。
い
わ
ば

実
と
虚
、
二
つ
の
流
水
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
「
夢
」
が
共
に
遊
行
す
る
の
は
、
果
た

し
て
偶
然
で
あ
ろ
う
か
。
漱
石
の
詩
想
に
お
い
て
、
融
通
無
碍
に
流
れ
る
「
水
」
と

時
空
を
自
由
に
超
越
す
る
「
夢
」、
両
者
の
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
類
似
性
を
再
確
認
し
得

る
の
で
あ
る
。
や
が
て
降
り
出
す
で
あ
ろ
う
「
雨
」
は
、
二
つ
の
川
に
も
降
り
注

ぎ
、
水
の
横
溢
す
る
空
間
が
、「
離
愁
」「
別
恨
」
の
涙
を
も
含
ん
で
、「
断
腸
詞
」

に
ふ
さ
わ
し
い
詩
境
を
構
築
す
る
。
虚
実
の
「
水
」
の
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
な
調
べ

が
、
天
空
を
自
由
に
浮
遊
す
る
「
夢
」
と
も
共
鳴
し
て
、
そ
の
詩
境
に
響
き
渡
る
の

で
あ
る
。

　

最
後
に
付
言
す
れ
ば
、「
水
」
は
、
小
説
論
に
お
い
て
も
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
大
岡
昇
平
『
小
説
家
夏
目
漱
石（

（3
（

』
で
は
、「
幻
影
の
盾
」、『
草
枕
』
な
ど

を
中
心
に
、「
水
が
し
ば
し
ば
顕
著
な
モ
チ
ー
フ
に
な
っ
て
い
ま
す
」（
三
一
頁
）、

「
彼
の
水
に
対
す
る
偏
執
」（
二
一
六
頁
）、
漱
石
の
「
水
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
」

（
三
一
四
頁
）
な
ど
と
記
す
。『
草
枕
』
論
で
は
、『
水
と
夢
』
で
有
名
な
ガ
ス
ト

ン
・
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
（
一
八
八
四
～
一
九
六
二
）
に
言
及
し
、「
水
と
美
少
女
」
と

の
結
合
は
、
古
今
東
西
の
「
神
話
、
怪
異
譚
、
文
学
一
般
に
常
に
出
て
」
お
り
、
バ

シ
ュ
ラ
ー
ル
は
、
そ
れ
を
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
「
オ
フ
ィ
ー
リ
ア
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
」

と
呼
ん
だ
と
紹
介
し
、「
西
洋
で
は
水
は
文
法
的
に
概
し
て
女
性
で
す
。
そ
し
て
ま

た
〈
母
〉
な
の
で
す
」（
二
二
六
～
七
頁
）
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
大
岡
氏
は
オ
フ
ィ
ー

リ
ア
の
入
水
自
殺
を
例
に
、「
死
や
自
殺
な
ど
の
、
不
吉
な
運
命
を
め
ぐ
る
果
し
な

い
夢
想
の
す
べ
て
が
、
か
く
も
強
く
水
と
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
」「
水
は

憂
欝
に
す
る
元
素
」
と
い
う
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
の
言
を
引
用
す
る
。
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
の

『
水
と
夢（

（3
（

』
を
繙
く
と
、「
水
は
も
っ
と
も
女
性
的
な
死
の
物
質
」（
一
二
三
頁
）、

「
穏
や
か
な
水
の
な
か
の
死
は
い
く
つ
か
の
母
性
的
特
徴
を
持
っ
て
い
る
」（
一
三
五

頁
）
と
も
記
し
、
水
と
女
性
の
関
係
が
死
と
色
濃
く
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
明
ら

か
に
す
る
。
大
岡
氏
も
説
く
よ
う
に
、
漱
石
が
な
ぜ
「
水
」
を
頻
用
し
た
か
の
根
源

に
、
母
性
不
在
の
幼
児
体
験（

（3
（

が
推
定
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
「
水
」
は
、
終
生
消
え

る
こ
と
の
な
か
っ
た
漱
石
の
「
暗
愁
」「
孤
愁
」
と
関
わ
る
蓋
然
性
が
あ
る
こ
と
は
、

注
目
に
値
す
る
。

　

ま
た
大
岡
氏
は
、
蓮
實
重
彦
『
夏
目
漱
石
論
』（

（4
（

を
、「
漱
石
と
水
と
の
関
連
だ
け

で
」
書
か
れ
た
本
（
三
一
四
頁
）
と
述
べ
る
。
そ
れ
は
聊
か
大
仰
に
し
て
も
、
同
書

は
十
二
章
構
成
の
後
半
を
、
ほ
と
ん
ど
「
水
」
が
占
め
て
、
主
要
テ
ー
マ
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
「
水
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
雨
」
で
あ
る
。「
濛
々
と
天

地
を
鎖
す
秋
雨
」（『
二
百
十
日
』）、「
し
と
〳
〵
」
と
降
り
出
す
「
春
の
雨
」（『
草

枕
』）、
予
兆
と
し
て
の
雨
（『
坑
夫
』）
な
ど
を
挙
げ
る
。「
雨
」
は
、「
人
と
人
と
を

結
び
合
わ
せ
」（
一
八
八
頁
）
る
が
、
遭
遇
は
、『
虞
美
人
草
』
の
最
後
、
ヒ
ロ
イ
ン

藤
尾
の
自
殺
に
顕
著
な
よ
う
に
、「
訣
別
」
を
も
た
ら
す
。
そ
の
別
れ
を
登
場
人
物

の
す
べ
て
が
「
雨
に
濡
れ
つ
つ
」
演
じ
て
お
り
、『
虞
美
人
草
』
は
、「
ひ
た
す
ら
雨

に
統
禦
さ
れ
、
雨
に
操
作
さ
れ
た
遭
遇
と
訣
別
の
ド
ラ
マ
」（
一
九
六
頁
）
と
論
じ

る
。

　
『
彼
岸
過
迄
』「
雨
の
降
る
日
」
に
も
言
及
す
る
。
拙
論
第
三
章
第
二
節
「〈
芭
蕉
〉

に
つ
い
て
」
で
引
い
た
よ
う
に
、
高
等
遊
民
を
自
称
す
る
松
本
が
、
雨
の
日
に
面
会

謝
絶
す
る
理
由
は
、
松
本
の
幼
女
の
突
然
死
が
雨
の
日
だ
っ
た
こ
と
に
因
る
。
そ
の

日
の
背
景
描
写
と
し
て
、
芭
蕉
を
打
つ
雨
の
音
が
印
象
的
で
あ
る
が
、
通
夜
の
夜
ま

で
雨
は
降
り
止
ま
ず
、「
亜と
た
ん
ぶ
き

鉛
葺
の
廂
に
あ
た
る
音
」
が
響
き
、
通
奏
低
音
と
し
て

持
続
す
る
。
ま
さ
に
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
な
雨
の
音
で
あ
る
が
、
蓮
見
氏
は
、「
幸
福
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二
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な
日
常
を
暗
く
染
あ
げ
る
原
因
不
明
の
死
。
そ
こ
に
は
た
だ
雨
が
降
っ
て
い
た
か
ら

と
し
か
説
明
し
え
な
い
不
条
理
な
生
の
変
容
が
語
ら
れ
」（
一
九
一
頁
）、「
雨
は
、

あ
る
不
条
理
な
残
酷
さ
で
人
の
生
命
を
奪
う
」（
一
九
六
頁
）
と
指
摘
す
る
。
こ
の

見
解
は
、
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
の
言
を
彷
彿
と
さ
せ
よ
う
。

　

一
方
、『
明
暗
』
の
終
わ
り
近
く
、
主
人
公
津
田
が
、
か
つ
て
の
恋
人
清
子
に
会

う
た
め
に
湯
治
場
に
赴
く
際
、「
厚
く
湿
っ
た
粒
子
の
層
と
し
て
列
車
を
蔽
い
つ
く

し
て
い
る
」
雨
は
、
津
田
を
「
幸
福
な
る
遭
遇
」
へ
と
導
き
（
二
百
頁
）、
そ
れ
は

「
遍
在
す
る
水
に
支
配
さ
れ
た
世
界
」
だ
が
、「
そ
の
水
辺
に
は
、
そ
し
て
幻
想
の
中

に
さ
え
、
き
ま
っ
て
一
人
の
女
性
が
姿
が
見
せ
る
」。「
水
の
女
た
ち
」
と
題
さ
れ
た

中
の
文
章
で
あ
る
が
、「
男
と
女
と
を
外
界
か
ら
孤
立
さ
せ
る
も
の
と
し
て
の
水
」

ゆ
え
の
「
幸
福
」
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
孤
立
は
、『
行
人
』
の
二
郎
と
嫂
が
暴
風

雨
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
時
の
よ
う
に
、「
そ
の
水
は
、
い
ま
や
崩
壊
と
消
滅
の
環
境

へ
と
変
容
し
つ
く
し
て
い
る
か
に
み
え
る
」（
二
一
二
頁
）。
幸
福
は
、
や
は
り
一
時

的
に
過
ぎ
な
い
。
か
よ
う
な
一
連
の
解
釈
は
、
水
が
女
性
を
暗
喩
し
、（
い
み
じ
く

も
年
上
の
嫂
が
暗
示
す
る
よ
う
に
）
母
性
に
も
通
じ
て
ゆ
く
こ
と
、
ま
た
「
崩
壊
と

消
滅
」
の
「
元
素
」
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
と
い
え
よ
う
。

　

以
上
の
如
き
見
解
は
、
漱
石
の
漢
詩
と
直
接
関
わ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
漱
石
文

学
に
お
け
る
「
水
」
の
意
味
を
考
え
る
上
で
、
示
唆
に
富
む
。

　

本
節
で
は
、
漱
石
詩
に
お
い
て
、「
水
」
が
重
要
な
モ
チ
ー
フ
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
例
示
し
、
自
然
の
景
物
と
し
て
詠
わ
れ
な
が
ら
、
朦
朧
性
や
流
動
性

に
よ
っ
て
、
多
様
な
比
喩
、
寓
意
、
象
徴
を
表
し
、
共
感
覚
的
効
果
も
含
め
て
複
合

的
重
層
的
調
べ
と
な
っ
て
、
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
を
奏
で
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
。
そ
の

多
声
は
、「
水
」
自
体
の
数
種
の
和
声
は
本
よ
り
、
風
の
音
、「
秋
声
」、
そ
し
て

「
松
籟
」
な
ど
異
種
の
音
色
と
も
コ
ラ
ボ
を
試
み
て
い
る
。「
松
籟
」
は
、
前
掲
（
第

一
節
）
21
「
濤
声
一
夜　

郷
夢
を
欺
き
、
漫
り
に
作
す　

故
園
松
籟
の
声
」（「
木
屑

録
」
よ
り
其
四
）
と
詠
わ
れ
て
い
る
。
王
符
の
「
感
夢
」
の
例
と
も
述
べ
た
よ
う

に
、
夢
か
現
か
の
ま
ど
ろ
み
の
中
で
、
波
の
音
が
い
つ
し
か
「
松
籟
」
と
化
し
て
響

く
。
も
は
や
そ
れ
が
波
か
「
松
籟
」
か
、
夢
な
の
か
現
な
の
か
、
判
然
と
し
な
い
。

そ
の
朦
朧
た
る
融
合
は
、
漱
石
詩
の
「
夢
」
の
特
質
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
よ
う
。

も
っ
と
も
「
水
」
と
「
夢
」
と
の
関
わ
り
は
、
一
体
何
を
意
味
す
る
の
か
、
両
者
の

イ
マ
ー
ジ
ュ
の
類
似
性
を
指
摘
し
た
も
の
の
、
さ
ら
な
る
検
討
を
要
す
る
。
そ
の

際
、
注
目
す
べ
き
は
、「
天
」
で
あ
る
。
水
の
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
な
響
き
が
「
夢
」

と
共
鳴
す
る
の
は
、「
夢
」
が
天
空
を
浮
遊
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
漱
石
詩
の
「
夢
」

が
、「
水
」
が
、
そ
し
て
両
者
の
関
り
が
、
天
空
を
背
景
に
、
い
か
な
る
様
相
を
展

開
す
る
か
、
第
三
節
で
考
究
す
る
。

�

（
次
号
に
続
く
）

〈
注
〉

（
1
）	

中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
八
九
・
八
。
な
お
『
中
国
の
夢
判
断
』
と
題
し
て
、

劉
本
の
下
編
を
中
心
と
し
た
翻
訳
（
湯
浅
邦
弘
訳
注
、
東
方
書
店
、
一
九
九
七
・
四
）

が
あ
り
、
訓
読
及
び
詳
細
な
補
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）	

拙
論
引
用
書
は
、
清
・
汪
繼
培
箋
、
彭
澤
校
正
『
潛
夫
論
箋
校
正
』（
中
華
書
局
、

二
〇
一
〇
・
三
）。「
夢
列
」
篇
は
、
巻
七
第
二
十
八
。「
十
夢
」（
拙
論
本
文
中
の
三
種

を
除
く
）
と
は
「
直
夢
」（
夢
の
内
容
と
そ
の
後
の
事
実
が
直
接
呼
応
す
る
夢
）・「
象

夢
」（
兆
し
を
表
わ
す
夢
）・「
精
夢
」（
思
い
を
凝
ら
し
神
経
を
集
中
さ
せ
る
と
見
る

夢
）・「
想
夢
」（
昼
に
吉
凶
善
悪
、
種
々
に
思
っ
た
こ
と
を
夜
に
見
る
夢
）・「
人
夢
」

（
貴
賎
賢
愚
、
老
若
男
女
の
地
位
や
境
遇
を
反
映
す
る
夢
）・「
反
夢
」（
陰
極
ま
れ
ば
陽
、

陽
極
ま
れ
ば
陰
と
反
転
す
る
夢
）・「
性
夢
」（
心
情
好
悪
を
表
わ
す
性
情
の
夢
）。
な
お



二
二

文
学
部
紀
要
　
第
七
十
八
号

フ
ロ
イ
ト
『
夢
判
断
』（
高
橋
義
孝
・
菊
盛
英
夫
訳
、
日
本
教
文
社
、
一
九
九
八
・
六
）

Ⅰ
ｃ
「
夢
の
刺
激
と
夢
の
源
泉
」
で
は
、
発
生
原
因
を
（
一
）
外
的
感
覚
刺
激
、（
二
）

内
的
（
主
観
的
）
感
覚
興
奮
、（
三
）
内
的
、
器
質
的
身
体
刺
激
、（
四
）
心
的
刺
激
源

の
四
種
に
分
類
し
、
王
符
の
「
十
夢
」
と
重
な
る
部
分
も
あ
る
。（
三
）
は
、
ま
さ
に

「
病
夢
」
で
、
フ
ロ
イ
ト
も
「
内
臓
諸
器
官
の
明
確
な
障
害
が
明
ら
か
に
夢
の
因
と
し

て
働
く
」「
消
化
器
系
統
の
生
涯
で
は
、
夢
は
も
の
を
食
べ
た
り
、
吐
い
た
り
す
る
表

象
を
含
ん
で
い
る
」（
四
十
二
頁
）
と
述
べ
る
。
漱
石
は
、
ド
イ
ツ
語
文
献
情
報
を
小

宮
豊
隆
か
ら
入
手
し
て
い
る
が
、
初
版
は
一
九
〇
〇
年
な
の
で
、
同
書
を
知
り
得
た
か

定
か
で
な
い
。
全
集
巻
二
八
「
総
索
引
」
お
よ
び
洋
書
目
録
に
は
見
え
な
い
。

（
3
）	

盧
仝
、
字
は
不
明
、
号
は
玉
川
子
。
少
壮
期
か
ら
少
室
山
に
隠
棲
、
諫
議
大
夫
に
招

か
れ
た
が
、
仕
え
な
か
っ
た
。「
月
蝕
詩
」
が
有
名
で
、
韓
愈
が
称
賛
し
て
親
交
を
結

ん
だ
。
文
宗
の
太
和
九
年
、
甘
露
の
変
に
巻
き
込
ま
れ
て
殺
さ
れ
た
。「
客
夢
」
は
後

掲
の
如
く
、
漱
石
詩
89
、
98
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
4
）	

謝

、
字
は
幼
盤
、
号
は
竹
友
。
北
宋
の
江
西
詩
派
の
一
人
、
謝
逸
の
従
兄
。
終
身

出
仕
せ
ず
、
布
衣
の
ま
ま
亡
く
な
っ
た
。
妻
は
、「
林
下
の
趣
」（
其
一
初
句
）
が
あ
る

と
さ
れ
、
才
女
と
し
て
名
高
い
東
晋
・
謝
道
韞
に
比
せ
ら
れ
て
い
る
。
胡
旭
『
悼
亡
詩

史
』
第
三
章
第
六
節
（
東
方
出
版
中
心
、
二
〇
一
〇
・
四
、一
五
六
、
七
頁
）
参
照
。

た
だ
し
表
記
は
「
謝
邁
」
に
な
っ
て
い
る
。

（
5
）	

旧
稿
下
篇
（『
日
本
文
學
誌
要
』
第
九
六
号
、
二
〇
一
七
・
七
）
第
三
章
「
南
画
趣

味
時
代
の
漢
詩
」
第
四
節
「
詩
と
画
」、「
我
は
自
然
を
師
と
す
」
な
ど
を
引
い
て
、
漱

石
の
自
然
へ
の
傾
倒
に
つ
い
て
指
摘
し
た
。

（
6
）	

「
木
屑
」
と
は
、「
木
く
ず
、
お
が
く
ず
」
の
意
。
劉
宋
・
劉
義
慶
撰
『
世
説
新
語
』

政
事
篇
の
陶と

う
か
ん侃
（
東
晋
初
、
軍
閥
の
領
袖
、
陶
淵
明
の
遠
祖
）
に
因
む
語
。
陶
侃
は
、

荊
州
の
長
官
だ
っ
た
時
、
兵
船
を
造
ら
せ
た
が
、
お
が
く
ず
や
竹
切
れ
を
す
べ
て
保
存

さ
せ
、
竹
切
れ
は
竹
釘
に
用
い
、
お
が
く
ず
は
、
正
月
の
儀
式
の
時
、
雪
解
け
で
ぬ
か

る
ん
で
い
た
役
所
の
前
庭
に
敷
か
せ
て
、
無
事
、
儀
式
を
終
え
た
と
い
う
。
漱
石
の
謙

遜
の
意
と
と
も
に
、
自
負
を
も
忍
ば
せ
る
。
陶
淵
明
へ
の
傾
倒
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。

十
六
段
落 

（
全
集
巻
十
八
で
は
、 

三
十
六
段
） 

に
分
け
ら
れ
、 

中
に
漢
詩
十
四
首 

（
18
～

31
）
を
含
む
。
な
お
拙
論
の
底
本
で
あ
る
全
集
巻
十
八
は
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
・

十
。
た
だ
し
、
底
本
の
原
詩
の
新
字
体
は
、
旧
字
体
に
改
め
た
。

	

　

黄
詩
の
底
本
は
、
宋
・
任
淵
、
史
容
、
史
季
溫
注
、
劉
尚
榮
校
點
『
黃
庭
堅
詩
集
注
』

（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
三
・
五
）。
前
詩
は
「
紅
塵
席
帽
烏
鞾
裏
、
想
見
滄
洲
白
鳥
雙
。

馬
齕
枯
萁
諠
午
枕
、
夢
成
風
雨
浪
翻
江
」（
巻
十
一
）。
後
詩
は
「
茵
席
絮
剪
蠒ま

ゆ

、
枕
嚢

収
决
明
（
マ
メ
科
の
一
年
草
）。
南
風
入
晝
夢
、
起
坐
是
松
聲
」（
外
集
巻
十
三
）。

（
7
）	

詹
鍈
主
編
『
李
白
全
集
校
注
滙
釋
集
評
』
百
花
文
藝
出
版
社
、
一
九
九
六
・
十
二
。

第
二
十
一
巻
所
収
。「
大
夢
」
は
、『
荘
子
』
齊
物
論
の
「
且
有
大
覺
、
而
後
知
其
大
夢

也
」
に
基
づ
く
。

（
8
）	

漱
石
の
「
夢
」
の
典
拠
の
一
つ
に
、『
荘
子
』
の
「
大
夢
」
を
踏
ま
え
る
こ
と
は
、

亡
く
な
る
ひ
と
月
ほ
ど
前
に
も
「
自
ら
笑
ふ　

壺
中
（
仙
界
）
大
夢
の
人
、
雲
寰
（
雲

の
棚
引
く
世
界
）
縹
緲
と
し
て　

忽
ち
神
を
忘
る
」（
206
大
正
五
年
十
一
月
十
三
日
、

七
律
首
聯
）
と
詠
う
の
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
自
己
認
識
は
、
壺
の
中
の
よ
う
な

狭
小
の
世
界
で
、「
大
夢
」
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
ず
齷
齪
暮
ら
し
て
き
た
愚
か
な
笑

う
べ
き
自
分
で
あ
る
。
頷
頸
聯
は
、「
三
竿
旭
日
紅
桃
峽
、
一
丈
珊
瑚
碧
海
春
。
鶴
上

晴
空
仙せ

ん
か
く翮
靜
、
風
吹
靈
草
薬
根
新
」。
当
該
聯
で
は
、
③
「
三
竿
（
竿
を
三
本
分
継
い

だ
ほ
ど
の
髙
さ
）
の
旭
日　

紅
桃
の
峡
」
な
ど
と
、
常
春
の
仙
界
を
幻
想
的
に
語
る
が
、

尾
聯
で
は
、「
長
生　

未
だ
蓬
莱
（
仙
山
の
島
）
に
向
か
は
ず
、
不
老　

只
だ
当
に
一

真
を
養
ふ
べ
し
」
と
仙
趣
を
否
定
し
て
、
不
老
長
生
は
、
仏
法
の
「
一
眞
法
界
」（
唯

一
絶
対
の
究
極
の
真
理
）
を
養
っ
て
こ
そ
得
ら
れ
る
と
述
べ
る
。「
一
眞
」
は
、『
維
摩

經
』
の
四
例
（
大
正
新
脩
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
２
０
１
８
、
以
下
同
じ
）

を
初
め
と
し
て
、
仏
典
に
数
多
く
見
ら
れ
る
仏
語
で
あ
る
。
206
詩
は
、
漱
石
が
晩
年
信

愛
し
た
臨
済
宗
の
若
き
僧
徒
、
富
沢
敬
道
宛
て
書
簡
2483
中
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
詩
に

続
い
て
、「
私
は
五
十
に
な
っ
て
始
め
て
道
に
志
ざ
す
事
に
気
の
つ
い
た
愚
物
で
す
」

と
述
べ
る
。
こ
の
文
言
は
、
第
一
句
冒
頭
の
「
自
笑
」
の
自
注
と
も
解
せ
よ
う
。
さ
す

れ
ば
「
大
夢
」
は
、
道
家
的
解
釈
に
限
定
せ
ず
、
生
の
無
常
と
い
う
意
味
で
、
む
し
ろ

「
十
喩
」
の
仏
教
的
「
如
夢
」
と
い
う
生
の
儚
さ
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
9
）	
其
八
101
結
句
「
啼
鳥
自
殘
春
」、
其
九
102
転
句
「
孤
鶯
呼
偶
去
」。

（
10
）	
『
四
庫
全
書
』
集
部
四
、
別
集
類
三
（
宋
）
所
収
『
眞
山
民
集
』。
原
詩
尾
聯
は
「
東

風
無
厚
薄
、
隨
例
到
衡
門
」。
な
お
漱
石
の
蔵
書
目
録
に
も
、
2102
近
藤
南
州
校
訂
『
眞

山
民
詩
集
』
青
木
嵩
山
堂
、
明
治
四
二
年
と
著
録
。

（
11
）	

『
詩
經
』
陳
風
「
衡
門
」
は
、
一
章
四
句
か
ら
成
る
三
章
構
成
。
第
一
章
だ
け
挙
げ



夏
目
漱
石
の
漢
詩　

下
篇

二
三

れ
ば
、「
衡
門
之
下　

可
以
棲
遅
（
の
ん
び
り
と
暮
ら
す
）、
泌
（
泉
水
の
流
れ
）
之
洋

洋　

可
以
樂
餓
」。
詩
序
と
集
傳
の
解
釈
は
、
大
き
く
異
な
る
が
、
集
傳
の
説
く
よ
う

に
、
賢
者
が
貧
窮
に
あ
っ
て
も
、
足
る
を
知
っ
て
楽
し
む
と
の
説
を
是
と
す
る
。
陶
淵

明
詩
は
、「
寢
迹
衡
門
下
、
邈
與
世
相
絶
」（「
癸
卯
歳
十
二
月
中
作
、
與
從
弟
敬
遠
」）。

王
維
詩
は
、「
披
衣
倒
屣
且
相
見
、
相
觀
笑
語
衡
門
前
」（「
輞
川
別
業
」）。
一
海
注
は
、

杜
甫
詩
「
歳
月
在
衡
門
」（「
東
屯
月
夜
」）
を
引
く
。

（
12
）	

明
治
天
皇
の
崩
御
は
、
七
月
三
十
日
午
前
零
時
四
十
三
分
。
宮
内
省
は
、
七
月
二
十

日
に
糖
尿
病
に
よ
る
尿
毒
症
を
発
表
し
、
新
聞
各
紙
は
、
以
後
、
連
日
病
状
を
報
道
し

た
。
全
集
巻
九
『
心
』
当
該
箇
所
（
一
一
四
頁
）
の
注
解
（
重
松
泰
雄
注
、
三
二
〇
頁
）

に
連
日
報
道
の
見
出
し
を
列
挙
。

（
13
）	

「
奉
悼
の
辞
」
は
、『
法
学
境
界
雑
誌
』
第
三
十
巻
第
八
号
（
大
正
元
年
八
月
一
日
発

行
）
掲
載
。
無
題
・
無
署
名
の
た
め
、
当
該
全
集
は
、「
参
考
資
料
」
と
し
て
収
録
（
岩

波
編
集
部
）。
だ
が
帝
大
卒
業
式
へ
の
行
幸
が
、『
心
』
に
も
記
述
さ
れ
、
漱
石
筆
で
あ

る
蓋
然
性
が
高
い
。
昭
和
三
十
年
版
全
集
で
は
、
第
二
十
一
巻
「
評
論
雜
篇
」
に
収
録

さ
れ
、
小
宮
豊
隆
の
解
説
で
は
、『
法
学
境
界
雑
誌
』
の
当
時
の
主
幹
、
山
田
三
良
か

ら
の
漱
石
へ
の
依
頼
と
明
記
さ
れ
、
仕
上
げ
た
文
章
を
山
田
に
手
渡
す
際
、
漱
石
は

「
率
直
に
誠
実
に
、
奉
悼
の
意
を
表
現
し
た
」
と
言
っ
た
と
い
う
。

（
14
）	

松
根
東
洋
城
（
一
八
七
八
～
一
九
六
四
）
は
、
松
山
中
学
の
教
え
子
で
、
俳
人
。
帝

大
卒
業
後
、
宮
内
省
に
入
り
、
大
正
八
年
十
二
月
に
退
官
す
る
ま
で
、
式
部
官
、
宮
内

書
記
官
な
ど
を
歴
任
し
て
い
た
。
な
お
東
洋
城
は
、
修
善
寺
で
の
養
生
を
勧
め
た
人
物

で
、
漱
石
は
、「
遠
慮
の
無
い
、
い
ゝ
男
」（
高
浜
虛
子
宛
て
書
簡
635
明
治
三
九
・
八
・

二
六
）
と
信
頼
し
、
恋
愛
に
悩
む
彼
に
、
手
紙
（
832
明
治
四
十
・
五
・
四
）
や
俳
句

（
1930
・
1971
・
1972
・
1973
）
を
送
り
、
親
身
に
な
っ
て
助
言
し
て
い
る
。

（
15
）	

112
「
題
自
画
」（
七
絶
）
は
「
山
上
有
山
路
不
通
、
柳
陰
多
柳
水
西
東
。
扁
舟
盡
日

孤
村
岸
、
幾
度
鵞
群
訪
釣
翁
」。
一
読
、
単
純
素
朴
な
絶
句
に
み
え
て
、「
全
く
稚
拙
な

繪
の
辯
解
か
説
明
み
た
い
な
も
の
」（
松
岡
譲
『
漱
石
先
生
』）
と
酷
評
さ
れ
る
が
、
豊

富
な
典
故
を
重
層
的
に
踏
ま
え
た
隠
遁
憧
憬
の
作
で
あ
る
。
詳
細
は
、
旧
稿
第
三
章
第

四
節
参
照
。
な
お
「
扁
舟
」
は
、
宿
敵
呉
を
破
っ
た
後
、
自
由
を
選
ん
で
「
扁
舟
」
に

乗
り
、
越
王
勾
践
の
元
を
去
っ
た
忠
臣
范
蠡
に
因
む
詩
語
。

（
16
）	

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
・
一
、
一
九
一
頁
。

（
17
）	

一
例
と
し
て
、
158
詩
（
大
正
五
年
九
月
六
日
、
七
律
）
に
は
、「
高
人
（
高
潔
な
隠

遁
者
）」
が
登
場
す
る
。

　
　
　
　

⑤　

幽
燈
一
點
高
人
夢　
　

幽
灯
一
点　

高
人
の
夢

　
　
　
　

⑥　

茅
屋
三
間
處
士
鄕　
　

茅
屋
三
間　

処
士
の
郷

　
　
　
　

⑦　

彈
罷
素
琴
孤
影
白　
　

‌�

素
琴
（
装
飾
の
な
い
琴
）
を
弾
じ
罷
め
て　

孤
影
白

く

　
　
　
　

⑧　

還
令
鶴
唳
半
宵
長　
　

還
た
鶴
唳
を
し
て
半
宵
に
長
か
ら
し
む

　

		


静
か
な
月
夜
に
、
ぽ
つ
ん
と
一
つ
仄
暗
い
灯
の
下
、「
髙
人
」
が
鄙
び
た
陋
屋
で
、

陶
淵
明
よ
ろ
し
く
「
素
琴
」
を
弾
じ
、
鶴
の
鳴
き
声
を
真
似
て
長
嘯
し
て
い
る
。
漱
石

は
、
典
型
的
な
隠
遁
者
に
成
り
切
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
ほ
か
161
・
164
・
165
な

ど
も
、
隠
遁
者
に
成
り
切
っ
て
い
る
。

（
18
）	

小
説
に
お
け
る
「
不
合
理
」
へ
の
忌
避
は
、
登
場
人
物
の
性
格
造
形
に
も
及
ぶ
。
例

え
ば
、『
道
草
』（
巻
十
）
で
は
、
主
人
公
の
健
三
は
、
細
君
の
父
と
心
情
的
な
「
疎
隔
」

が
あ
り
、「
不
合
理
な
事
の
嫌
な
健
三
は
心
の
中
で
そ
れ
を
苦
に
病
ん
だ
」（
七
十
九
）。

『
そ
れ
か
ら
』（
巻
六
）
の
代
助
も
、
亡
き
親
友
の
妹
で
嘗
て
の
思
い
人
三
千
代
の
夫
が

家
庭
を
不
在
に
し
が
ち
な
の
を
改
め
る
よ
う
に
忠
告
す
る
場
面
で
、
夫
が
「
だ
っ
て
、

僕
は
家
へ
帰
っ
て
も
面
白
く
な
い
か
ら
仕
方
が
な
い
ぢ
ゃ
な
い
か
」
と
弁
解
す
る
と

「
そ
ん
な
筈
は
な
い
」
と
「
彼
は
平
生
に
も
似
ず
論
理
に
合
は
な
い
事
を
た
ゞ
衝
動
的

に
云
っ
た
」（
十
三
の
七
）
な
ど
で
あ
る
。『
明
暗
』
で
い
え
ば
、
主
人
公
津
田
は
、
朝

鮮
へ
行
く
と
い
う
小
林
と
酒
を
飲
ん
だ
後
、
帰
宅
し
て
家
に
入
ろ
う
と
す
る
と
潜
り
戸

に
鐉

か
き
が
ね

が
か
け
ら
れ
て
い
て
入
れ
な
い
。
潜
り
戸
を
二
つ
敲
い
て
、
出
て
き
た
妻
の
お

延
に
な
ぜ
「
締
め
出
し
た
」
と
納
得
す
る
ま
で
執
拗
に
詰
問
す
る
。
こ
の
意
味
は
さ
て

お
き
、
津
田
の
人
物
造
形
と
し
て
、
あ
く
ま
で
合
理
的
説
明
を
追
求
す
る
姿
は
、
印
象

に
残
る
。

（
19
）	

大
正
五
年
九
月
十
三
日
の
作
、
七
律
。
当
時
、
漱
石
は
、
東
京
で
『
明
暗
』
執
筆
中
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
山
居　

日
日　

恰
も
相
同
じ
、
出
入　

時
無
く　

西
復
た

東
、
的
礫
た
る
梅
花　

濃
淡
の
外
、
朦
朧
た
る
月
色　

有
無
の
中
」（
首
頷
聯
）
と
山

中
の
春
景
を
詠
む
。

（
20
）	

三
好
郁
男
・
笠
原
嘉
・
藤
縄
昭
共
訳
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
〇
・
十
二
。
第
五
章

「
元
型
の
概
念
と
人
間
的
現
象
の
具
体
的
全
体
性
」。



二
四

文
学
部
紀
要
　
第
七
十
八
号

（
21
）	

「
竹
密
豈
妨
流
水
過
、
山
高
那
阻
野
雲
飛
」。
善
静
禅
師
（
八
五
八
～
九
四
六
）
は
、

長
安
金
城
の
人
。
二
十
七
歳
で
出
家
、
洛
浦
元
安
禅
師
の
法
嗣
。
あ
る
僧
が
元
安
禅
師

の
許
を
去
ろ
う
と
し
た
時
、
四
面
皆
山
な
の
に
、
ど
こ
へ
行
く
の
か
と
尋
ね
ら
れ
て
答

え
に
窮
し
た
。
十
日
と
期
限
を
限
ら
れ
て
、
悩
ん
だ
僧
が
偶
々
善
静
禅
師
に
会
い
、
禅

師
が
僧
の
た
め
に
考
え
て
く
れ
た
答
え
。『
禅
林
句
集
』（
足
立
大
進
編
、
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
九
・
六
）
十
四
字
（『
禪
林
類
聚
十
一
』）
に
も
収
録
。
但
し
『
禅
林
句
集
』
で

は
、「
竹
密
不
妨
流
水
過
、
山
髙
豈
礙
白
雲
」。
こ
こ
に
「
白
雲
」
と
あ
る
の
も
、
漱
石

愛
好
の
理
由
の
一
つ
か
も
し
れ
な
い
。

（
22
）	

「
上
善
は
水
の
如
し
。
水
は
善
く
万
物
を
利
し
て
争
は
ず
、
衆
人
の
悪
む
所
に
処
る
。

故
に
道
に
幾
し
」
蜂
屋
邦
夫
訳
は
、「
最
上
の
善
な
る
あ
り
方
は
み
ず
の
よ
う
な
も
の

だ
。
水
は
、
あ
ら
ゆ
る
物
に
恵
み
を
与
え
な
が
ら
、
争
う
こ
と
が
な
く
、
誰
も
が
み
な

厭
だ
と
思
う
低
い
と
こ
ろ
に
落
ち
着
く
。
だ
か
ら
道
に
近
い
の
だ
」（『
老
子
』
岩
波
書

店
、
二
〇
〇
八
・
十
二
、三
九
頁
）

（
23
）	

「
臨
風
詞
兄
」
と
は
、
笹
川
種
郎
（
一
八
七
〇
～
一
九
四
九
）。
美
術
評
論
の
ほ
か
、

著
作
に
『
支
那
小
説
戯
曲
史
』『
支
那
文
学
史
』
な
ど
。「
似
」
は
「
示
す
」
の
意
。

（
24
）	

「
閑
居
三
十
載
、
遂
與
塵
事
冥
」
は
、「
辛
丑
歳
七
月
、
赴
假
還
江
陵
、
夜
行
塗
中
一

首
」（
巻
三
、五
古
十
韻
、
第
一
聯
）、「
息
駕
歸
閑
居
」
は
、「
飲
酒
二
十
首
并
序
」
其

十
（
巻
三
、五
古
五
韻
、
第
十
句
）。
な
お
「
飲
酒
」
の
序
中
に
も
「
余
閑
居
し
て
歓
び

寡
し
」
と
見
え
、「
九
日
閑
居
幷
序
」
と
題
す
る
作
も
あ
り
、「
閑
居
」
は
、
陶
淵
明
の

隠
遁
を
象
徴
す
る
。

（
25
）	

そ
の
ほ
か
、「
徙
靡
澹
淡
、
隨
波
闇
藹
」（
戦
国
楚
・
宋
玉
「
高
唐
賦
」）、「
靡
微
風

澹
淡
浮
」（
後
漢
・
班
固
「
西
都
賦
」）
な
ど
。

（
26
）	

「
野
水
」
以
外
の
残
り
の
五
種
は
、「
野
橋
」「
野
趣
」「
野
人
」「
野
笛
」「
野
梅
」。

特
に
「
野
人
」
は
、
97
詩
（
旧
稿
第
三
章
第
四
節
参
照
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、
漱
石
自

身
の
自
意
識
と
し
て
興
味
深
い
。

（
27
）	

詩
題
は
、「
崔
湖
州
贈
紅
石
琴
薦
。
煥
如
錦
文
。
無
以
答
之
、
以
詩
酬
謝
（
崔
湖
州

紅
石
の
琴
薦
（
琴
を
載
せ
る
台
）
を
贈
る
。
煥
と
し
て
錦
文
の
如
し
。
以
て
之
に
答
ふ

る
無
く
、
詩
を
以
て
酬
謝
す
）」（『
白
氏
長
慶
集
』
巻
二
十
一
、五
古
四
韻
、
第
二
聯
）。

（
28
）	

「
無
題
」
五
首
其
一
（
全
集
の
通
し
番
号
は
53
、
明
治
二
十
八
年
五
月
、
七
律
第
四

句
）「
蒼
天
万
古　

賢
邪
を
照
ら
す
」
の
吉
川
注
。

（
29
）	

仏
教
の
受
容
が
広
が
る
中
で
、
仏
教
信
者
は
、
因
果
応
報
、
輪
廻
転
生
の
主
体
と
し

て
霊
魂
の
不
滅
を
説
き
、
儒
者
な
ど
反
仏
教
論
者
は
、「
神
滅
」
を
唱
え
た
。
例
え
ば
、

南
朝
斉
梁
・
范
縝
「
神
滅
論
」（『
梁
書
』
巻
四
八
儒
林
列
伝
）
は
、
形
と
神
の
関
係
を
、

質
と
用
を
用
い
て
相
即
不
可
分
と
し
、
死
後
の
霊
魂
の
消
滅
を
説
い
て
有
名
。

（
30
）	

「
夢
」
を
未
来
の
吉
凶
の
予
告
と
看
做
し
て
解
釈
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
夢
の
お
告
げ
」

や
「
夢
占
い
」（「
休
徴
夢
」
巻
二
七
七
～
八
、「
咎
徴
夢
」
巻
二
七
九
）、
冥
界
の
幽
霊

が
現
れ
て
、
墓
の
移
葬
願
望
や
、
冥
界
で
の
処
遇
改
善
を
訴
え
る
な
ど
冥
界
と
の
通
い

路
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
媒
体
に
も
な
っ
て
い
る
話
（「
鬼
神
」
巻
二
八
〇
～
一
）

な
ど
。
な
お
李
漢
濱
『《
太
平
廣
記
》
的
夢
研
究
』（
學
海
出
版
社
、
二
〇
〇
四
・
一
）

は
、
豊
富
な
挙
例
に
基
づ
き
、「
夢
」
故
事
に
つ
い
て
、
宗
教
的
、
社
会
的
、
文
学
的

観
点
か
ら
論
述
す
る
。「
元
稹
」
も
、
第
四
章
二
、「《
太
平
廣
記
》
夢
故
事
中
的
夢
觀
」

（
一
）
魂
遊
義
に
収
録
（
一
九
〇
頁
、
但
し
、『
廣
記
』
の
巻
数
三
八
二
は
誤
り
。
正
し

く
は
、
巻
二
八
二
）。

（
31
）	

元
白
の
話
は
、
白
居
易
の
弟
で
あ
る
白
行
簡
「
三
夢
記
」
の
第
二
夢
と
し
て
も
有
名
。

「
三
夢
記
」
は
、
魯
迅
『
唐
宋
伝
奇
集
』
を
初
め
と
し
て
、
各
種
の
唐
代
伝
奇
集
に
収

録
さ
れ
て
い
る
。
序
と
跋
を
付
し
て
、
三
種
の
不
思
議
な
夢
を
記
す
。
各
話
が
完
結
し

て
い
な
が
ら
、
相
呼
応
し
た
関
連
性
が
認
め
ら
れ
る
。
拙
訳
注
解
説
『
中
国
古
典
小
説

選
』
5
唐
代
Ⅱ
（
明
治
書
院
、
二
〇
〇
六
・
六
）
参
照
。
な
お
『
本
事
詩
』
は
、
晩

唐
・
孟
棨
撰
。
詩
に
関
わ
る
逸
事
集
。「
三
夢
」
の
う
ち
第
二
夢
の
み
「
徴
異
」
第
五

（『
四
庫
全
書
』
所
収
）
に
収
録
。
澁
澤
龍
彦
『
思
考
の
紋
章
学
』「
夢
に
つ
い
て
」
も
、

「
二
人
同
夢
」
の
例
と
し
て
『
今
昔
物
語
』
巻
三
十
一
、
第
九
話
の
「
安
永
の
夢
」
を

引
き
、「
三
夢
記
」
と
同
様
の
「
同
心
円
構
造
」
と
記
す
（
河
出
書
房
新
社
、

二
〇
〇
七
・
三
、四
十
～
四
二
頁
）。

（
32
）	

Ｃ
・
Ｓ
・
ホ
ー
ル
、Ｖ
・
Ｊ
・
ノ
ー
ド
バ
イ
『
ユ
ン
グ
心
理
学
入
門
』（
岸
田
秀
訳
・

清
水
弘
文
堂
、
一
九
八
二
・
四
）
第
七
章
「
心
理
学
に
お
け
る
ユ
ン
グ
の
位
置
」
参
照
。

ユ
ン
グ
は
、
夢
を
因
果
論
・
目
的
論
（
発
達
し
つ
つ
あ
る
人
格
が
め
ざ
す
目
標
）
の
ほ

か
に
、
晩
年
、
同
時
発
生
論
を
唱
え
た
と
い
う
（
一
九
八
頁
）。
ユ
ン
グ
は
同
時
発
生

を
偶
然
と
は
み
な
さ
ず
、
彼
独
自
の
概
念
で
あ
る
集
合
的
無
意
識
を
表
す
太
古
類
型
に

適
用
し
た
。
先
天
的
普
遍
的
に
潜
在
す
る
と
い
う
数
多
く
の
太
古
類
型
は
、「
外
界
に

お
い
て
物
理
的
に
表
現
さ
れ
る
と
同
時
に
、
個
人
の
内
部
で
精
神
的
に
表
現
さ
れ
得
る
」



夏
目
漱
石
の
漢
詩　

下
篇

二
五

と
論
じ
た
。

（
33
）	

漱
石
と
子
規
は
予
備
門
入
学
（
明
治
十
七
年
九
月
）
以
来
、
同
級
生
で
あ
っ
た
が
、

友
人
グ
ル
ー
プ
が
異
な
り
、
さ
ほ
ど
親
し
く
な
か
っ
た
。
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）

一
月
ご
ろ
、
共
に
寄
席
好
き
と
わ
か
り
、
親
し
く
な
る
。
子
規
の
外
祖
父
は
、
松
山
の

藩
校
明
教
館
教
授
、
漢
学
者
大
原
観
山
で
、
幼
少
期
か
ら
漢
詩
漢
文
に
親
し
み
、
前
年

か
ら
和
漢
詩
文
集
『
七
艸
集
』
七
巻
を
編
み
、
友
人
に
回
覧
し
、
批
評
を
請
う
て
い
た
。

漱
石
は
、
五
月
二
十
五
日
、『
七
艸
集
』
の
読
後
感
を
漢
文
で
書
き
、
漢
詩
（
絶
句
九

首
）
を
添
え
た
（
詩
評
と
も
に
巻
十
八
所
収
）。
こ
の
時
初
め
て
、
筆
名
の
「
漱
石
」

を
用
い
た
。
旧
稿
第
一
章
第
二
節
「
漢
籍
受
容
の
過
程
」
3
「
正
岡
子
規
と
の
交
友
」

参
照
。

（
34
）	

例
え
ば
「
擬
樂
府
子
夜
四
時
歌
四
首
」
其
四
「
銀
釭
照
残
夢
、
零
涙
霑
粉
臆
」（
唐

末
・
崔
道
融
）、「
宮
詞
」
二
首
其
一
「
香
鋪
羅
幌
不
成
夢
、
背
壁
銀
釭
落
盡
」（
唐
・

離
中
）
な
ど
。
特
に
崔
詩
は
、「
夢
」
を
動
詞
の
客
体
と
し
て
漱
石
詩
に
類
似
し
、
原

案
成
立
の
根
拠
と
な
ろ
う
。

（
35
）	

藤
森
清
「
夢
の
言
説
―
〈
夢
十
夜
〉
の
語
り
」（
石
原
千
秋
編
『
夏
目
漱
石　

反
転

す
る
テ
キ
ス
ト
』
所
収
、
有
精
堂
、
一
九
九
〇
・
四
）
は
第
五
夜
「
天
探
女
」
に
つ
い

て
、「
自
分
」
と
い
う
一
人
称
の
叙
法
上
の
齟
齬
を
検
証
し
て
、「
夢
」
ら
し
さ
、
夢
の

リ
ア
リ
テ
イ
は
、
見
る
主
体
の
分
裂
が
生
成
す
る
と
論
述
。

（
36
）	

漱
石
詩
の
「
魂
」
は
、
必
ず
し
も
「
夢
魂
」
で
は
な
く
、
155
で
は
「
華
髪
を
散
じ
来

た
り
て　

老
魂
驚
く
」（
大
正
五
年
九
月
四
日
、
七
律
初
句
）
と
、
年
老
い
た
身
の
比

喩
と
し
て
用
い
る
。

（
37
）	

筑
摩
書
房
、
一
九
八
八
・
七
（
第
四
刷
）。
Ⅰ
「
ウ
イ
リ
ア
ム
・「
盾
」・
水
―
「
幻

影
の
盾
」
源
流
考
―
」、
及
び
Ⅲ
「
水
・
椿
・
オ
フ
ィ
ー
リ
ア
―
『
草
枕
』
を
め

ぐ
っ
て
―
」。『
草
枕
』
の
「
オ
フ
ィ
ー
リ
ア
の
川
流
れ
や
椿
の
落
ち
る
池
」、『
虞
美

人
草
』
の
「
保
津
川
下
り
、
鴨
川
の
水
」、『
三
四
郎
』
の
池
や
小
川
を
挙
げ
る
。

（
38
）	

小
浜
俊
郎
・
桜
木
泰
行
訳
、
国
文
社
、
一
九
七
三
・
二
（
第
三
刷
）。「
オ
フ
ィ
ー
リ

ア
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
」
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
に
記
述
。
大
岡
氏
引
用
文
は
、
第
三

章
Ⅷ
冒
頭
（
一
三
六
頁
）。
な
お
母
性
と
女
性
に
つ
い
て
は
、
第
五
章
「
母
性
の
水
と

女
性
の
水
」
に
詳
し
い
。

（
39
）	

「
文
鳥
」「
夢
十
夜
」「
永
日
小
品
」
の
幻
想
性
を
中
心
に
、「
漱
石
の
本
当
の
恋
慕
の

対
象
は
、
存
在
し
な
い
母
性
で
は
な
か
っ
た
か
」
と
記
す
（
三
一
三
頁
）。
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
、
漱
石
は
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
里
子
に
出
さ
れ
、
一
歳
か
ら
九
歳
ま
で

養
家
で
育
て
ら
れ
、
そ
の
後
、
生
家
に
戻
っ
た
も
の
の
十
四
歳
で
母
を
亡
く
し
て
い
る
。

（
40
）	

青
土
社
、
一
九
八
七
・
五
。


